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は
じ
め
に

　
過
去
二
〇
数
年
に
わ
た
っ
て
、
雲
南
省
麗
江
市
の
観
光
業
は
飛
躍

的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
各
種
の
経
済
指
数
の
増
加
を

目
標
と
す
る
政
府
と
経
済
的
な
利
益
を
最
大
限
に
追
求
す
る
企
業
た

ち
が
力
を
合
わ
せ
て
牽
引
し
、
観
光
客
に
よ
る
欲
望
に
満
ち
た
「
注

目
」
と
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
記
号
化
」
の
宣
伝
の
な
か
で
、
麗
江
は

独
特
な
民
族
文
化
と
自
然
景
観
を
有
す
る
「
地
方
」
か
ら
、
都
会
の

若
者
が
熱
心
に
ほ
め
そ
や
す
「
小
資
の
天
〉
1
〈国

」
へ
、
さ
ら
に
は
「
異

性
と
の
出
会
い
の
都
」
に
す
ら
変
貌
し
て
い
る
。
観
光
イ
メ
ー
ジ
の

急
速
な
変
化
の
背
後
に
は
、
こ
の
二
〇
年
間
麗
江
を
消
費
し
て
き
た

人
々
（
様
々
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
利
益
を
得
る
観
光
業
者
や
観
光
を

通
じ
て
麗
江
を
消
費
す
る
観
光
客
を
含
む
）
に
幾
度
か
の
本
質
的
な

変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
深
層
的
な
原
因
は
、
急
速
に

成
長
し
た
観
光
産
業
の
巨
大
な
利
益
が
、
ま
す
ま
す
大
規
模
な
、
ま

た
そ
の
影
響
力
も
よ
り
深
刻
な
経
済
資
本
、
文
化
資
本
を
引
き
付
け

た
こ
と
に
あ
る
。
本
論
文
で
は
、
二
〇
年
間
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

で
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
き
、
麗
江
の
観
光
業
の
発
展
過
程
を
た
ど

る
こ
と
で
、
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
の
プ
ロ
セ
ス
に
み
ら
れ

る
各
方
面
の
力
学
を
分
析
し
、
麗
江
の
イ
メ
ー
ジ
に
付
加
さ
れ
た

様
々
な
現
代
的
な
要
素
の
本
質
を
解
読
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
こ

の
、
少
数
民
族
地
域
の
政
治
経
済
的
実
情
に
基
づ
き
、
経
済
要
素
に

着
目
し
た
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
お
け
る
作
用
を
分
析
す
る
試
み

「
世
界
文
化
遺
産
」か
ら「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」へ 

　
│
│
二
〇
年
間
の
麗
江
古
城
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
関
す
る
試
論
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は
、
関
連
す
る
研
究
蓄
積
が
文
化
、
政
策
な
ど
の
側
面
に
偏
重
す
る

不
足
を
補
う
も
の
で
あ
る
。

一
　
関
連
す
る
先
行
研
究
と
本
論
文
の
研
究
思
考

　
観
光
イ
メ
ー
ジ
は
観
光
地
が
重
視
し
、
研
究
者
の
注
目
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
文
化
人
類
学
者
は
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
過
程
（proc-

ess

）、
変
化
の
表
象
（perform

ance

）、
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
社
会
文

化
的
内
実
（m

eaning

）、
そ
の
政
治
性
（power

）
と
い
っ
た
問
題

を
中
心
に
注
目
す
る
傾
向
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
宣
伝
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
、
は
が
き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
映
画
、
文
学
作
品
な
ど
の

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
い
か
に
観
光
地
の
「
ナ
ラ
テ
ィ
ブ
」﹇Bruner 

2005

﹈、
さ
ら
に
は
「
神
話
」﹇Selwyn 1996
﹈
を
作
り
出
す
か
、

さ
ら
に
、
観
光
イ
メ
ー
ジ
が
ど
の
よ
う
に
観
光
客
が
出
か
け
る
前
の

意
思
決
定
や
、
訪
問
時
、
そ
し
て
帰
宅
後
の
観
光
体
験
に
影
響
す
る

か
を
考
察
し
て
き
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
後
景
と
微
細
な
個

人
の
行
為
、
政
治
経
済
的
現
実
と
記
号
論
の
分
析
を
結
合
し
、
観
光

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
に
関
す
る
深
層
背
景
と
そ
の
影
響
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
が
あ
る
﹇Babb 2004; Selwyn 2007

﹈。
最
近
の
研
究
で

は
、
観
光
業
従
事
者
と
観
光
客
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
と
変
化
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
も
の
も
あ
る
﹇G

hazali and C
ai 2014; Stepaniuk 

2015

﹈。

　
日
本
語
の
文
献
に
お
い
て
は
、
観
光
イ
メ
ー
ジ
に
関
し
て
、
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
、
変
化
し
、
ま
た
観
光
客
に
読
み
解
か
れ
、
受
け

入
れ
ら
れ
て
い
る
の
か
、
観
光
イ
メ
ー
ジ
が
観
光
地
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
与
え
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
す
で
に
多
く
の
研
究
蓄
積
が

あ
る
。

　

例
え
ば
、
山
中
は
早
く
も
一
九
九
〇
年
代
初
頭
に
各
種
メ
デ
ィ

ア
、
と
く
に
映
画
の
詳
細
な
分
析
を
通
じ
て
、
ハ
ワ
イ
の
「
楽
園
」

イ
メ
ー
ジ
形
成
に
お
け
る
作
用
を
検
討
し
て
い
る
﹇
山
中 1992

﹈。

落
合
は
、
観
光
宣
伝
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
分
析
を
通
じ
て
、
ス
ペ
イ

ン
、
中
南
米
な
ど
の
地
域
の
「
南
国
」
観
光
イ
メ
ー
ジ
が
秘
め
て
い

る
文
化
植
民
地
主
義
的
な
観
光
の
ま
な
ざ
し
を
批
判
し
て
い
る
﹇
落

合 1996

﹈。
遠
藤
は
、
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
奈
良
の
古
都
イ

メ
ー
ジ
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
作
用
を
分
析
し
、
観
光
客
は
メ

デ
ィ
ア
が
作
り
上
げ
た
イ
メ
ー
ジ
を
決
し
て
完
全
に
受
動
的
に
受
容

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
考
察
し
た
﹇
遠
藤 2001

﹈。
梅
田

は
、
沖
縄
の
伝
統
文
化
、
ア
メ
リ
カ
統
治
時
代
の
複
合
す
る
文
化

と
、
観
光
の
ま
な
ざ
し
が
生
み
出
し
た
新
文
化
が
と
も
に
参
与
す
る

こ
と
で
沖
縄
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
分
析
し

て
い
る
﹇
梅
田 2003

﹈。
野
田
は
、「
世
界
遺
産
」
と
い
う
外
部
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
ま
な
ざ
し
に
よ
っ
て
、
京
都
に
「
古
都
と
い
う

テ
ー
マ
パ
ー
ク
化
」
の
問
題
が
生
じ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
﹇
野

田 2006
﹈。
山
口
は
、
映
画
、
テ
レ
ビ
、
広
告
や
新
聞
な
ど
の
各
種

メ
デ
ィ
ア
を
遡
及
的
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
で
、
グ
ア
ム
の
「
南
国
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リ
ゾ
ー
ト
」
イ
メ
ー
ジ
の
形
成
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
て
い
る
﹇
山
口 

2007
﹈。
多
田
は
、
沖
縄
国
際
海
洋
博
覧
会
と
雑
誌
、
テ
レ
ビ
ド
ラ

マ
、
観
光
の
宣
伝
広
告
な
ど
を
分
析
し
、「
青
い
海
」「
白
い
砂
浜
」

「
輝
く
太
陽
」
な
ど
沖
縄
観
光
の
イ
メ
ー
ジ
が
創
出
さ
れ
て
い
っ
た

過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
﹇
多
田 2004, 2008

﹈。

　
全
体
と
し
て
、
人
類
学
者
は
、
政
治
、
文
化
、
あ
る
い
は
記
号
分

析
な
ど
の
視
点
か
ら
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
分
析
を
お
こ
な
う
こ
と
に
長

け
て
い
る
。
し
か
し
、
観
光
を
現
代
社
会
の
消
費
活
動
の
一
環
、
観

光
業
が
地
方
経
済
を
牽
引
す
る
重
要
な
手
段
と
し
て
、
様
々
な
経
済

要
素
や
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
利
益
の
追
求
も
ま
た
疑
い
な
く
、

観
光
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か
で
極
め
て
大
き
な
影
響
力

を
有
し
て
い
る
。
観
光
が
重
要
な
、
場
合
に
よ
っ
て
は
唯
一
の
経
済

的
な
発
展
手
段
で
あ
る
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
は
と
く
に
こ
の
よ
う

に
い
え
よ
う
。

　
中
国
で
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
、
少
数
民
族
的
な
特
色
を
生
か

し
た
観
光
に
よ
っ
て
地
域
全
体
の
経
済
発
展
を
連
動
さ
せ
よ
う
と
す

る
「
西
部
大
開
発
」
政
策
の
下
で
、
観
光
産
業
お
よ
び
関
連
す
る
活

動
は
、
中
国
の
西
南
少
数
民
族
地
域
の
社
会
、
文
化
変
遷
に
お
い
て

ま
す
ま
す
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
日
本
語
に

よ
る
先
行
研
究
で
は
、
観
光
の
視
点
か
ら
西
南
地
域
の
民
族
、
文
化

現
象
を
考
察
す
る
研
究
が
す
で
に
大
き
な
蓄
積
と
な
っ
て
い
る
。
研

究
者
た
ち
は
、
観
光
開
発
と
少
数
民
族
地
域
の
社
会
文
化
の
変
遷
に

関
す
る
問
題
を
検
討
し
た
り
﹇
瀬
川 1999; 

長
谷
川 2001; 

兼

重 2008

﹈、
観
光
開
発
と
民
族
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
関
係
を
論
じ

た
り
す
る
な
ど
﹇
曽 2001; 

韓 2005

﹈、
多
く
の
優
れ
た
研
究
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。

　
松
村
と
高
山
は
、
中
国
の
観
光
開
発
政
策
と
少
数
民
族
政
策
に
注

目
し
、
国
家
の
力
と
漢
民
族
の
文
化
が
観
光
開
発
の
プ
ロ
セ
ス
の
中

で
少
数
民
族
地
域
に
対
し
て
非
常
に
大
き
な
影
響
を
も
つ
こ
と
を
論

じ
て
い
る
﹇
松
村 2001; 

高
山 2007

﹈。
世
界
文
化
遺
産
に
い
ち
早

く
登
録
さ
れ
、
観
光
業
の
飛
躍
的
な
発
展
を
経
験
し
た
麗
江
も
当
然

の
よ
う
に
一
部
の
日
本
の
研
究
者
た
ち
の
関
心
を
引
く
こ
と
と
な
っ

た
。
山
村
ら
の
調
査
グ
ル
ー
プ
は
、
麗
江
古
城
が
世
界
文
化
遺
産
と

な
り
、
観
光
業
が
展
開
さ
れ
て
以
降
の
建
築
、
文
化
、
社
会
な
ど
の

側
面
で
発
生
し
た
変
化
に
関
し
て
長
期
的
な
調
査
研
究
を
お
こ
な
っ

て
い
る
﹇
山
村
ほ
か
編 2007; 

張
・
山
村 2008; 

藤
木
ほ
か 2020

﹈。

杜
も
ま
た
、
麗
江
の
観
光
資
源
と
開
発
状
況
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て

一
連
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
﹇
杜 2005, 2008

﹈。
山
田
は
、
歴

史
資
料
の
研
究
と
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
木
府
の
再
建
プ
ロ
セ
ス
に

お
け
る
中
央
政
府
と
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ム
の
漢
民
族
文
化
が
無
形
に

し
て
強
力
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
分
析
し
た
﹇
山
田 2010

﹈。
高

倉
は
、
ロ
ー
カ
ル
な
文
化
の
持
続
可
能
な
発
展
と
い
う
視
点
を
出
発

点
と
し
て
、
古
城
内
部
の
観
光
業
者
が
麗
江
の
新
た
な
住
民
と
な
る

必
要
性
と
可
能
性
の
問
題
を
考
察
し
た
﹇
高
倉 2016

﹈。

　
こ
れ
ら
の
研
究
を
概
観
す
る
と
、
文
化
の
変
遷
、
民
族
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
、
政
治
性
と
い
っ
た
視
点
を
切
り
口
と
し
た
研
究
が
多
い
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こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
認
識
で
は
、
現
段
階
の
中
国
に

お
け
る
観
光
業
の
最
大
の
特
徴
は
、
明
ら
か
に
そ
の
明
確
な
経
済
指

向
性
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
観
光
と
関
連
す
る
社
会
文
化
現
象
の
分

析
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
社
会
経
済
の
発
展
手
段
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
と
い
う
背
景
を
お
さ
え
た
う
え
で
、
政
治
、
経
済
、
文

化
の
諸
要
素
を
総
体
的
に
分
析
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
で
初

め
て
よ
り
実
際
の
状
況
に
近
づ
い
た
分
析
が
可
能
と
な
る
と
考
え
る
。

　
筆
者
が
永
ら
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
て
き
た
雲
南
省

麗
江
市
は
、
最
近
の
二
〇
年
間
観
光
業
が
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て

き
た
の
と
同
時
に
、
観
光
イ
メ
ー
ジ
も
当
時
の
「
国
家
歴
史
文
化
名

城
」
や
「
世
界
文
化
遺
産
」
か
ら
、
都
会
の
若
者
に
も
て
は
や
さ
れ

る
「
小
資
の
天
国
」、
な
い
し
は
麗
江
の
代
名
詞
と
な
っ
た
「
異
性

と
の
出
会
い
の
都
」
へ
と
転
換
し
て
き
た
。
そ
の
知
名
度
が
急
速
に

上
昇
す
る
の
と
同
時
に
、
観
光
イ
メ
ー
ジ
は
ま
す
ま
す
低
俗
化
し
、

ま
す
ま
す
ナ
シ
族
の
文
化
を
主
体
と
す
る
麗
江
の
ロ
ー
カ
ル
文
化
か

ら
乖
離
し
て
い
る
。

　
本
論
文
で
は
、
筆
者
が
二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
前
後
一
二
回
に

わ
た
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
か
ら
得
ら
れ
た
資
料
に
基
づ
〉
2
〈

き
、
麗
江

の
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
を
も
た
ら
し
た
様
々
な
主
要
な
動
力
の
分

析
を
通
じ
て
、
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
変
遷
の
根
底
に
あ
る
原
因
を

提
示
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
筆
者
は
、
経
済
的
発
展
に
焦
点
を
あ
て

た
観
光
開
発
の
も
と
で
、
観
光
客
の
消
費
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
と
消
費

動
向
が
過
度
に
重
視
さ
れ
て
し
ま
っ
た
、
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
宣
伝
メ
デ
ィ
ア
か
ら
宿
泊
、
レ
ジ
ャ
ー
、
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
な
ど
の
観
光
業
者
が
経
済
効
果
を
極
度
に
追
及
し
た
こ

と
が
、
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
の
主
要
な
原
因
と
見
な
す
視

点
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
、
急
速
に
発
展
し
た
観
光
業
の
巨
大
な

利
益
が
、
さ
ら
に
大
き
く
、
よ
り
影
響
が
深
刻
な
経
済
資
本
、
文
化

資
本
を
引
き
付
け
た
こ
と
が
、
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
の
根

本
的
原
因
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
、
少
数
民
族
地
域
の
政
治
経
済

的
な
実
情
に
根
差
し
た
、
経
済
的
要
素
か
ら
み
た
観
光
イ
メ
ー
ジ
の

変
遷
過
程
に
お
け
る
作
用
に
着
目
し
た
分
析
は
、
文
化
や
政
策
に
偏

る
傾
向
の
あ
る
先
行
研
究
の
不
足
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
る
。

二
　
調
査
地
の
概
況

　

麗
江
市
は
、
中
国
の
西
南
地
域
、
雲
南
省
の
西
北
部
に
位
置
し

（
図
１
）、
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
「
麗
江
古
城
」
や
世
界
自
然
遺
産

で
あ
る
「
三
江
併
流
」、
世
界
記
憶
遺
産
で
あ
る
「
ナ
シ
族
ト
ン
パ

古
籍
文
献
」
と
い
う
三
つ
の
称
号
を
有
し
て
い
る
。
観
光
業
が
発
展

し
始
め
た
一
九
九
四
年
は
、
当
時
の
麗
江
県
で
は
の
べ
四
七
万
人
の

観
光
客
が
訪
問
し
た
の
み
で
、
そ
の
観
光
収
入
は
一
・
〇
六
億
人
民

元
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
九
年
に
は
麗
江
市
は
の
べ
五
四
〇
二
・
三
五

万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
、
そ
の
観
光
業
の
総
収
入
は
一
〇
七
八
・
二

六
億
人
民
元
に
ま
で
膨
れ
上
が
っ
て
い
〉
3
〈

る
。
こ
の
よ
う
に
、
過
去
二
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〇
数
年
の
間
に
、
麗
江
の
観
光
業
は
飛
躍
的

な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
麗
江
観
光
の
も
っ

と
も
重
要
な
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
世
界
文
化
遺

産
の
麗
江
大
研
古
城
（
写
真
１
）
も
、
現
在

で
は
数
多
の
観
光
客
が
消
費
、
滞
在
、
宿
泊

す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
古

城
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
が
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー

ジ
で
あ
る
と
い
え
、
こ
の
こ
と
か
ら
本
論
で

は
大
研
古
城
に
焦
点
を
当
て
て
観
光
イ
メ
ー

ジ
の
問
題
を
検
討
す
る
も
の
と
す
る
。

　
麗
江
古
城
は
、
三
つ
の
部
分
か
ら
成
る
。

主
要
な
部
分
で
あ
る
大
研
古
城
は
四
方
を
山

に
囲
ま
れ
た
麗
江
盆
地
の
中
部
に
位
置
し
、

海
抜
は
二
四
一
六
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
宋
代
末

か
ら
元
代
の
初
期
（
一
三
世
紀
後
半
）
に
か

け
て
形
成
さ
れ
た
。
元
、
明
の
時
期
に
は
、

こ
こ
に
麗
江
軍
民
府
が
設
け
ら
れ
、
中
国
を

広
く
旅
し
、
そ
の
日
記
で
知
ら
れ
る
明
末
の

文
筆
家
徐
宏
祖
（
徐
霞
客
）
が
麗
江
を
訪
問

し
た
一
六
三
九
年
に
は
す
で
に
「
民
廬
駢

集
、
萦
坡
帯
谷
」（
民
居
が
集
ま
り
、
山
を

め
ぐ
り
谷
に
及
ぶ
）、「
宮
室
之
麗
、
擬
與
王

者
」（
宮
室
の
壮
麗
さ
は
、
王
者
の
そ
れ
に

写真１　麗江大研古城（2009年筆者撮影）

雲南省
麗江市

古
城
区

玉龍
ナシ族自治県

永勝県

華坪県

寧蒗
イ族自治県

図１　麗江市の位置
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な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
）﹇
徐 1980: 871

﹈
と
記
さ
れ
て
い
る
。
清
代
か

ら
民
国
期
に
か
け
て
、
雲
南
と
西
蔵
と
の
交
易
が
盛
ん
に
な
る
に
つ

れ
て
、
大
研
古
城
は
さ
ら
に
発
展
し
、
雲
南
省
西
北
部
の
重
要
な
鎮

の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。

　
一
九
三
八
年
に
は
著
名
な
伝
統
建
築
の
研
究
者
で
あ
る
劉
敦
楨
が

雲
南
省
で
伝
統
建
築
を
調
査
し
、「（
雲
南
）
省
内
の
中
流
住
宅
で

は
、
麗
江
県
付
近
の
も
の
が
も
っ
と
も
美
観
を
備
え
て
お
り
、
か
つ

変
化
に
富
ん
で
い
る
」
と
し
て
、
古
城
を
高
く
評
価
し
て
い
る
﹇
劉 

1987: 187

﹈。
一
九
五
八
年
に
麗
江
ナ
シ
族
自
治
県
が
成
立
し
た
の

ち
、
当
時
の
極
度
な
貧
困
に
陥
っ
て
い
た
社
会
経
済
の
実
情
を
踏
ま

え
て
、「
古
城
を
保
存
し
、
別
に
新
区
を
拓
く
」
決
定
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
古
城
は
そ
の
姿
を
と
ど
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
八
〇

年
代
に
な
る
と
、
古
城
は
そ
の
立
地
選
択
、
空
間
配
置
、
民
居
建
築

な
ど
の
面
で
中
国
内
外
の
専
門
家
た
ち
か
ら
称
賛
さ
れ
、
中
国
の
都

市
発
展
史
の
重
要
な
遺
産
に
と
ど
ま
ら
ず
、
伝
統
建
築
を
研
究
す
る

う
え
で
極
め
て
得
難
い
場
所
と
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
、
麗
江
古
城

は
「
国
家
歴
史
文
化
名
城
」
に
選
定
さ
れ
て
い
る
﹇
麗
江
納
西
族
自

治
県
志
編
纂
委
員
会 2001: 860 ‒864

﹈。
し
か
し
、
国
内
の
観
光
客

よ
り
も
早
く
に
こ
の
西
南
辺
境
に
あ
る
古
鎮
に
や
っ
て
き
た
の
は
、

欧
米
の
観
光
客
た
ち
で
あ
っ
た
。

　

ア
メ
リ
カ
国
籍
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
研
究
者
で
あ
っ
た
ジ
ョ
セ

フ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
・
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ロ
ッ
ク
は
、
も
っ
と
も
早
期
に

麗
江
を
西
洋
世
界
に
紹
介
し
た
人
物
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
一
九
二

二
年
か
ら
一
九
四
九
年
ま
で
の
二
七
年
に
わ
た
っ
て
麗
江
で
生
活
し

た
が
、
か
れ
の
撮
影
し
た
麗
江
の
風
景
や
人
々
の
写
真
は
、
ア
メ
リ

カ
の
雑
誌
『
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』
に
掲
載
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
の
写
真
と
文
書
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
小
説
家
で
あ
っ
た

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヒ
ル
ト
ン
の
『
失
わ
れ
た
地
平
線
』
の
「
シ
ャ
ン
グ

リ
ラ
」
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
〉
4
〈

る
。

　
ロ
ッ
ク
は
、
ト
ン
パ
文
字
や
そ
の
経
典
に
つ
い
て
も
研
究
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
一
九
四
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
中
国
西
南
古
ナ
シ
王

国
』（The Ancient N

akhi Kingdom
 of Southw

est China

）
の
な
か

で
、
麗
江
の
自
然
環
境
と
ナ
シ
族
の
ト
ン
パ
文
化
を
詳
細
に
紹
介
し

て
い
る
。
亡
命
ロ
シ
ア
貴
族
で
あ
っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
ー
ト
は
、

一
九
四
〇
年
代
に
古
城
で
九
年
ほ
ど
生
活
し
、
一
九
五
五
年
に
出
版

し
た
『
忘
れ
ら
れ
た
王
国
』（Forgotten Kingdom

）
の
な
か
で
麗
江

の
人
々
と
風
土
を
詳
述
し
、「
わ
た
し
は
、
ど
ん
な
場
所
に
お
い
て

も
、
麗
江
ほ
ど
安
ら
か
で
か
く
も
幸
福
な
生
活
を
楽
し
ん
だ
こ
と
は

な
い
。
わ
た
し
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
天
国
で
あ
っ
た
」
と
、
麗
江
の

生
活
に
つ
い
て
限
り
な
い
賛
美
と
回
顧
を
記
し
て
い
る
﹇
顧
彼
得 

2007: 312

﹈。

　

一
九
八
九
年
に
は
、
影
響
力
の
あ
る
数
多
く
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
フ
ィ
ル
ム
を
撮
影
し
て
き
た
イ
ギ
リ
ス
の
映
画
監
督Phil 

A
gland

が
、
変
化
の
過
渡
期
に
あ
る
中
国
を
映
像
で
記
録
し
よ
う

と
し
た
。
か
れ
は
、
古
城
と
新
城
が
隣
接
し
、
伝
統
的
な
生
活
様
式

と
急
激
な
現
代
化
が
併
存
す
る
麗
江
を
撮
影
地
点
に
選
択
し
た
。
こ
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の
作
品
『
雲
の
南
』（Beyond the C

louds

）
は
、
一
九
九
四
年
に

欧
米
の
多
く
の
テ
レ
ビ
局
で
放
映
さ
れ
た
。
麗
江
の
美
し
い
景
色
と

純
朴
な
生
活
の
様
子
は
、
西
欧
の
人
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え
、
初

期
の
麗
江
へ
の
観
光
客
を
数
多
く
生
み
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の

作
品
は
麗
江
の
世
界
遺
産
認
定
の
投
票
会
場
で
も
繰
り
返
し
放
映
さ

れ
、
一
説
に
は
、
世
界
遺
産
申
請
の
成
功
に
大
き
く
作
用
し
た
、
と

も
い
わ
れ
て
い
〉
5
〈
る
。
こ
の
よ
う
に
、
麗
江
の
最
初
の
観
光
客
は
、
こ

れ
ら
の
英
語
に
よ
る
様
々
な
出
版
物
や
映
画
に
よ
っ
て
国
内
の
人
々

よ
り
も
先
に
「
麗
江
」
を
理
解
し
た
国
外
の
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
た
ち

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
麗
江
の
観
光
業
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
九

八
五
年
に
麗
江
は
国
家
乙
類
の
対
外
開
放
地
域
に
認
定
さ
れ
、
国
内

外
の
観
光
客
や
科
学
、
文
化
研
究
者
た

ち
が
視
察
の
た
め
に
麗
江
を
訪
れ
た

が
、
そ
の
数
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ

た
。
一
九
九
二
年
に
な
る
と
、
玉
龍
雪

山
が
省
級
観
光
開
発
区
と
し
て
決
め
ら

れ
、
一
九
九
四
年
に
は
雲
南
省
が
観
光

開
発
の
重
点
を
省
の
北
西
部
に
転
換
し

た
こ
と
か
ら
、
麗
江
は
そ
の
重
要
な
結

節
点
の
ひ
と
つ
と
な
り
、
麗
江
の
観
光

産
業
は
発
展
段
階
へ
と
入
っ
て
い
っ

た
。
当
時
の
雲
南
省
長
で
あ
り
、
ナ
シ

族
で
あ
っ
た
和
志
強
は
、
大
研
古
城
を

世
界
文
化
遺
産
に
申
請
し
、
麗
江
の
知

名
度
と
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
、
麗
江
政

府
は
世
界
文
化
遺
産
に
申
請
す
る
た
め

の
環
境
整
備
、
書
類
作
成
な
ど
に
着
手

写真２　1990年代初頭の古城の入り口（麗江古城管理所提供）

写真３　2003年の古城の入り口（2003年筆者撮影）
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す
る
一
方
で
、
飛
行
場
や
道
路
の
建
設
と
い
っ
た
大
規
模
な
イ
ン
フ

ラ
整
備
も
開
始
し
た
。

　
一
九
九
六
年
二
月
に
、
麗
江
を
震
度
７
の
地
震
が
襲
い
、
ち
ょ
う

ど
世
界
文
化
遺
産
へ
の
申
請
を
お
こ
な
っ
て
い
た
古
城
は
国
内
外
の

メ
デ
ィ
ア
の
注
目
を
浴
び
る
こ
と
と
な
る
。
麗
江
政
府
は
、
各
種
メ

デ
ィ
ア
を
通
じ
て
積
極
的
に
、
古
城
が
「
過
去
の
よ
う
に
整
備
し
、

そ
の
も
と
の
容
貌
を
復
元
す
る
」
こ
と
を
宣
伝
し
て
、
巧
み
に
麗
江

の
知
名
度
を
高
め
て
い
っ
た
。
地
震
か
ら
の
復
興
と
再
建
の
過
程

で
、
古
城
周
辺
の
工
場
は
閉
鎖
、
移
転
さ
れ
、
古
城
内
に
は
上
下
水

道
が
配
備
さ
れ
た
。
主
だ
っ
た
道
路
上
の
建
築
物
や
路
面
は
「
旧
来

の
ご
と
く
」
整
備
さ
れ
、
暗
渠
と
な
っ
て
い
た
「
中
河
」
を
覆
っ
て

い
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
道
路
も
撤
去
さ
れ
て
、
古
城
の
魂
と
見
な

さ
れ
て
い
た
三
大
水
系
（「
中
河
」「
東
河
」「
西
河
」）
が
改
め
て

人
々
の
眼
前
に
現
れ
、
古
城
の
景
観
は
大
き
く
変
貌
す
る
こ
と
と

な
っ
た
（
写
真
２
・
３
）。
こ
う
し
て
、
一
九
九
七
年
一
二
月
四
日

に
、
麗
江
古
城
は
「
生
き
て
い
る
古
城
」
と
し
て
「
世
界
文
化
遺

産
」
に
登
録
さ
れ
〉
6
〈

た
。

三
　「
世
界
文
化
遺
産
」の
時
期

　
一
九
九
八
年
初
頭
に
、
筆
者
が
は
じ
め
て
麗
江
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
た
時
期
に
は
、
古
城
内
の
観
光
客
は
多
く
は
な

く
、
商
店
も
少
な
か
っ
た
。
四
方
街
の
周
囲
で
す
ら
わ
ず
か
な
店
し

か
な
く
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
に
は
移
動
式
の
荷
車
が
出
て
麗
江
の

銅
器
や
大
理
の
銀
器
、
チ
ベ
ッ
ト
族
の
ト
ル
コ
石
と
牛
の
角
か
ら
製

作
し
た
櫛
な
ど
を
販
売
し
て
い
た
。
当
時
の
古
城
内
の
店
舗
は
、
こ

こ
に
居
住
し
て
い
る
人
々
の
日
常
生
活
を
支
え
る
た
め
の
店
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
。
観
光
土
産
の
商
店
は
い
く
つ
か
の
道
筋
に
散
在
し

て
お
り
、
そ
の
数
は
わ
ず
か
な
が
ら
、
麗
江
地
元
の
書
画
家
、
彫
刻

職
人
の
店
舗
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
レ
ベ
ル
は

様
々
で
あ
っ
て
、
そ
の
価
格
も
数
十
元
か
ら
数
千
元
と
ま
ち
ま
ち
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
店
主
も
自
ら
の
作
品
を
「
観
光
土
産
」
で
は
な

く
、「
芸
術
品
」
と
称
す
る
こ
と
を
好
ん
だ
。

　
一
九
九
八
年
末
に
な
る
と
、
同
じ
雲
南
省
内
の
徳
宏
地
域
で
玉
や

宝
石
を
販
売
し
て
い
た
福
建
省
か
ら
き
て
い
た
一
〇
〇
店
以
上
の
商

人
た
ち
が
一
斉
に
麗
江
へ
と
移
入
し
て
き
た
。
か
れ
ら
は
、
豊
富
な

資
金
力
を
用
い
て
瞬
く
間
に
東
大
街
か
ら
四
方
街
ま
で
の
も
っ
と
も

よ
い
地
域
を
占
拠
し
、
先
述
の
、
も
と
も
と
自
作
の
書
画
や
手
工
芸

品
を
販
売
し
て
い
た
店
舗
は
周
辺
の
地
域
へ
と
追
い
や
ら
れ
て
い
っ

た
。
こ
の
出
来
事
は
、
古
城
の
店
舗
賃
貸
料
の
初
め
て
の
上
昇
で
も

あ
っ
た
。
一
店
舗
の
一
カ
月
の
家
賃
は
二
〇
〇
〜
三
〇
〇
元
で
あ
っ

た
も
の
が
、
一
〇
〇
〇
元
近
く
ま
で
上
昇
し
た
。
こ
の
時
期
に
は
、

地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に
、
地
方
政
府
も
積
極
的
に
外
地
の
商
人

お
よ
び
現
地
居
住
者
が
古
城
内
で
店
を
開
く
こ
と
を
推
奨
し
て
い

た
。
当
時
、
古
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
居
民
委
員
を
し
て
い
た
人
物
に
よ

れ
ば
、
頻
繁
に
各
戸
を
訪
問
し
て
、
住
民
が
店
を
開
い
て
商
売
を
す
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る
よ
う
強
く
働
き
か
け
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
漢
族
の
文
化
、

儒
教
文
化
の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
た
ナ
シ
族
の
人
々
は
、
学
問

を
重
視
し
商
売
を
軽
視
す
る
、
道
義
を
重
視
し
利
益
を
得
る
こ
と
を

軽
視
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
観
光
開
発
の
初
期
段
階
か
ら
、
観
光
業

に
加
わ
っ
て
い
く
古
城
の
住
民
は
非
常
に
少
数
で
あ
っ
た
。

　
一
九
九
〇
年
代
末
に
お
い
て
も
、
国
内
の
観
光
客
は
ま
だ
一
定
規

模
に
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
古
城
内
で
は
各
所
で
欧
米
諸
国
か
ら
や
っ

て
き
た
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
が
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
、
長
期
に
わ
た
っ

て
麗
江
に
居
住
し
て
い
る
欧
米
の
家
族
も
い
た
。
新
義
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
密
士
巷
は
、
古
城
の
入
り
口
に
あ
る
と
い
う
場
所
の
メ
リ
ッ
ト

か
ら
、「
西
洋
人
街
」
と
な
っ
〉
7
〈

た
。
わ
ず
か
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度

の
道
路
沿
い
に
六
〜
七
軒
の
英
語
や
日
本
語
の
紹
介
の
み
で
中
国
語

の
メ
ニ
ュ
ー
が
な
い
洋
食
屋
や
バ
ー
が
分
布
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

店
で
は
中
国
国
内
で
は
当
時
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
す
ら
提
供
さ
れ
て
い
た
。
バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
を
主
要
な
顧

客
と
す
る
国
際
チ
ェ
ー
ン
店
で
あ
る
「
麗
江
古
城
国
際
ユ
ー
ス
ホ
ス

テ
ル
」
も
二
〇
〇
〇
年
に
こ
の
道
沿
い
に
開
業
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
、
麗
江
観
光
の
宣
伝
の
主
体
は
麗
江
政
府
で
あ
っ
て
、

当
地
の
新
聞
や
政
府
の
文
書
が
麗
江
を
紹
介
す
る
文
章
の
な
か
で

も
っ
と
も
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
の
は
、「
世
界
文
化
遺
産
」、「
高
原

の
姑
蘇
城
」（
姑
蘇
は
江
蘇
省
に
位
置
す
る
有
名
な
古
城
）、「
東
方

の
ヴ
ェ
ニ
ス
」、「
家
々
に
は
水
が
流
れ
、
柳
が
そ
の
枝
を
垂
れ
る
」

な
ど
の
文
言
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
、
古
城
は
ま
だ
旧
来
の
住
民
が

大
多
数
を
占
め
て
お
り
、
観
光
の
宣
伝
で
は
ナ
シ
族
文
化
の
な
か
で

観
光
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
部
分
の
み
を
切
り
取
り
、
強
調
が

施
さ
れ
て
い
た
。
筆
者
が
一
九
九
八
年
に
麗
江
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
お
こ
な
っ
て
い
た
時
、
古
城
の
住
民
は
こ
れ
ら
の
新
た
な
修
飾

語
彙
に
多
少
の
戸
惑
い
を
見
せ
つ
つ
も
、
古
城
が
「
世
界
遺
産
」
と

な
っ
た
こ
と
に
多
く
の
人
々
が
誇
り
を
感
じ
て
い
た
。

㈠
　
古
城
が
「
ホ
ッ
ト
」に
な
り
始
め
る

　
こ
の
時
期
、
た
し
か
に
「
世
界
遺
産
」
に
は
な
っ
た
も
の
の
、
麗

江
の
国
内
で
の
知
名
度
は
ま
だ
高
く
は
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
、
官

民
協
力
の
も
と
、
雲
南
省
の
省
都
で
あ
る
昆
明
で
お
こ
な
わ
れ
た
万

国
博
覧
会
の
麗
江
会
場
と
な
っ
た
チ
ャ
ン
ス
を
利
用
し
て
そ
の
知
名

度
を
高
め
、
観
光
客
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
を
決
定
し
た
﹇
景
宜 

2000

﹈。
万
国
博
覧
会
の
期
間
中
、
麗
江
は
壮
大
な
「
一
九
九
九
年

国
際
ト
ン
パ
文
化
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
や
、
国
際
ト
ン
パ
文
化

学
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
地
域
的
色
彩
に
富
ん
だ
少
数
民
族
に
関
す
る

商
品
展
示
即
売
会
な
ど
多
く
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
挙
行
し
た
。
こ

れ
ら
の
様
子
は
、
中
国
内
の
多
く
の
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
で
報
道
さ

れ
、
麗
江
の
盛
況
が
全
国
に
知
ら
れ
て
い
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
初
頭

に
お
こ
な
っ
た
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
時
点
で
は
、
政
府
の

職
員
か
ら
一
般
の
人
々
に
至
る
ま
で
熱
気
と
興
奮
に
溢
れ
て
い
た
。

こ
の
年
、
麗
江
の
観
光
客
は
、
二
一
五
万
人
に
達
し
、
古
城
の
な
か

で
も
徐
々
に
観
光
客
が
増
え
始
め
て
お
り
、
商
店
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
好
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況
を
呈
し
始
め
て
い
た
。

　
古
城
の
改
修
は
、
単
に
そ
の
景
観
を
大
幅
に
改
善
し
た
だ
け
で
な

く
、
上
下
水
道
な
ど
の
基
本
イ
ン
フ
ラ
が
向
上
し
、
そ
の
結
果
、
古

城
は
観
光
客
を
も
て
な
す
条
件
を
備
え
る
こ
と
と
な
り
、
古
城
内
に

ホ
テ
ル
や
旅
館
が
現
れ
、
増
加
し
て
い
っ
た
。
観
光
客
の
増
加
に
伴

い
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
は
古
城
内
部
に
ト
ン
パ
文
字
や
ト
ン
パ
ら

し
い
デ
ザ
イ
ン
を
彫
刻
し
た
商
店
も
増
え
て
い
き
、
一
部
の
道
路
沿

い
に
は
、
数
軒
お
き
に
彫
刻
や
絵
画
を
施
し
た
木
皿
や
瓢
箪
を
販
売

す
る
商
店
が
軒
を
並
べ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
異
な
る
地
域
か
ら
古
城

に
や
っ
て
き
た
画
家
や
芸
術
家
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
玉
龍
雪

山
、
古
城
の
風
景
な
ど
を
テ
ー
マ
と
す
る
デ
ッ
サ
ン
な
ど
、
完
全
な

手
作
り
に
よ
る
絵
画
や
芸
術
的
な
レ
ベ
ル
の
高
い
新
た
な
観
光
土
産

も
続
々
と
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
古
城
の
古
く
素
朴
で
落
ち
着
い

た
空
間
や
芸
術
的
な
雰
囲
気
は
観
光
客
に
と
っ
て
大
き
な
魅
力
と

な
っ
て
い
っ
た
。

　
そ
れ
と
同
時
に
、
麗
江
の
人
々
の
急
ぎ
も
せ
ず
ゆ
っ
く
り
す
ぎ
も

し
な
い
、
落
ち
着
き
の
あ
る
生
活
姿
勢
も
多
く
の
観
光
客
を
惹
き
つ

け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
筆
者
が
こ
の
時
期
に
調
査
を
し
て
い
る
と
、

古
城
の
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
る
悠
然
と
日
向
に
座
り
雑
談
に
興
じ
る

け
れ
ど
も
そ
の
話
し
ぶ
り
や
内
容
が
趣
に
溢
れ
た
ナ
シ
族
の
老
人
た

ち
を
観
光
客
が
見
て
、
感
慨
に
ふ
け
る
様
子
を
し
ば
し
ば
目
撃
し

た
。
道
教
文
化
へ
の
見
識
が
あ
っ
た
グ
ラ
ー
ト
も
ま
た
、
日
々
稼
ぎ

に
あ
く
せ
く
し
て
娯
楽
に
明
け
暮
れ
る
現
代
社
会
を
生
き
る
欧
米
人

と
、
常
に
身
の
回
り
の
鳥
の
声
や
花
の
香
、
雪
山
の
美
を
鑑
賞
す
る

喜
び
を
忘
れ
な
い
麗
江
の
人
々
と
を
対
比
さ
せ
て
、
日
常
生
活
を
楽

し
む
麗
江
の
人
々
に
非
常
に
高
い
賞
賛
を
送
っ
て
い
る
﹇
顧
彼

得 2007: 276 ‒2

〉
8
〈78

﹈。
麗
江
観
光
業
界
の
著
名
人
で
あ
る
宣
科
は
、

自
身
が
主
宰
す
る
観
光
客
向
け
の
「
古
楽
会
」
の
演
出
の
際
に
、
し

ば
し
ば
「
皆
さ
ん
最
後
に
行
く
の
は
た
っ
た
一
つ
の
場
所
で
す
。
急

が
ず
、
悠
々
と
行
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
て
い
た
。
こ
の
セ
リ
フ
は

当
時
の
観
光
客
の
間
で
流
行
し
、
深
い
賛
同
を
得
る
と
と
も
に
広
く

共
感
さ
れ
た
。
旅
行
を
趣
味
と
し
、
生
活
の
味
わ
い
を
求
め
る
都
会

の
若
者
の
一
部
の
う
ち
、
こ
う
し
た
古
城
の
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
と

悠
然
と
し
た
生
活
の
リ
ズ
ム
と
に
魅
せ
ら
れ
、
こ
こ
に
と
ど
ま
り
店

を
開
い
て
古
城
の
生
活
を
享
受
す
る
人
々
が
現
れ
た
。

㈡
　
都
会
の
若
者
の
一
部
が
麗
江
に
引
っ
越
し
て
く
る

　
二
〇
〇
一
年
の
長
期
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
際
に
筆
者
が
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
お
こ
な
っ
た
麗
江
の
観
光
業
へ
の
最
初
の
参
入
者
た
ち

は
、
ほ
と
ん
ど
み
な
麗
江
へ
の
移
住
組
で
あ
っ
た
。
大
石
橋
下
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
媽
媽
付
」
の
店
主
は
、
一
九
九
九
年
に
偶
然
麗
江
に

や
っ
て
き
て
休
暇
を
楽
し
ん
だ
の
だ
が
、
こ
の
古
城
の
清
ら
か
な
水

の
流
れ
と
橋
、
燦
燦
と
降
り
注
ぐ
陽
光
に
魅
せ
ら
れ
て
、
昆
明
で
営

ん
で
い
た
洋
食
レ
ス
ト
ラ
ン
を
た
た
ん
で
こ
の
「
田
舎
」
レ
ス
ト
ラ

ン
を
開
く
こ
と
に
し
た
。
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
小
川
の
ほ
と
り
に
位

置
し
、
雪
山
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が
と
れ
る
こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
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数
多
く
の
観
光
客
に
人
気
の
場
所
と
な
っ
た
。
新
華
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

で
最
初
の
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
「D

A
D

AW
A

 C
A

FÉ

」
の
主
人
は
、
も

と
も
と
四
川
省
で
商
売
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
る
会
社
を
経
営
し
て
い

た
が
、「
薬
も
な
い
ほ
ど
に
麗
江
が
気
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
」
た
め

に
古
城
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
何
度
も
麗
江
を
訪
れ
て
い
たPete

蘇
も
こ
の
時
期
に
、
古
城
に
は
十
分
な
人
気
が
あ
り
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
川
が
流
れ
、
樹
木
が
そ
よ
ぎ
、
静
か

で
か
つ
便
利
な
古
城
の
中
心
地
域
に
家
屋
を
借
り
て
旅
館
を
は
じ
め

た
。
こ
の
、
古
城
北
部
か
ら
四
方
街
に
至
る
、
観
光
客
が
多
い
主
要

な
道
筋
に
は
、
商
店
や
旅
館
が
急
速
に
増
加
し
て
い
っ
た
。
東
北
地

域
出
身
の
人
々
の
な
か
に
も
、
こ
の
南
方
の
小
さ
な
都
市
に
魅
力
を

感
じ
て
古
城
内
の
小
さ
な
家
屋
を
借
り
て
旅
館
の
経
営
に
乗
り
出
す

者
た
ち
が
い
〉
9
〈
た
。

　
「
古
城
で
小
さ
な
店
を
開
き
、
儲
け
に
な
ら
な
く
て
も
麗
江
で
の

生
活
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
」、
こ
れ
が
当
時
数
多
く
み
ら
れ

た
都
市
生
活
を
放
棄
し
て
麗
江
に
移
住
し
た
初
期
の
経
営
者
た
ち
の

共
通
す
る
心
の
声
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
た
軽
み
を
帯

び
た
、
あ
る
い
は
弛
緩
し
た
と
も
言
い
得
る
生
活
態
度
は
、
都
市
に

お
け
る
成
果
を
上
げ
る
た
め
に
猛
烈
に
競
い
合
い
、
成
功
を
渇
望
す

る
よ
う
な
起
業
精
神
と
は
全
く
反
対
の
も
の
で
あ
る
。
麗
江
の
観
光

客
が
増
え
、
観
光
収
入
が
毎
年
飛
躍
的
に
急
増
す
る
状
況
の
も
と

で
、
か
れ
ら
早
期
の
投
資
者
た
ち
は
悠
々
自
適
な
日
々
を
送
り
つ
つ

も
、
利
益
を
あ
げ
て
い
っ
た
。

　
こ
う
し
た
初
期
の
外
来
投
資
者
た
ち
は
、
古
城
の
魅
力
に
ひ
か
れ

て
麗
江
に
移
住
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
「
生
活
ス
タ
イ

ル
型
移
住
」﹇
長
友 2015

﹈
に
属
す
る
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
先
行

研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
文
化
や
生
活
、
気
候
な
ど

の
理
由
か
ら
他
所
で
長
期
間
生
活
す
る
人
々
は
、
移
住
後
に
、
あ
と

か
ら
や
っ
て
く
る
人
々
を
迎
え
入
れ
る
仕
事
に
あ
た
り
、
当
該
文
化

の
再
発
見
や
観
光
の
紹
介
の
な
か
で
重
要
な
役
割
を
果
た
す
﹇
神
田

2018

﹈。
麗
江
に
お
い
て
も
、
先
述
の
初
期
の
移
住
者
た
ち
が
麗
江

の
観
光
業
の
最
初
の
飛
躍
的
な
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ

と
は
、
現
地
の
人
々
に
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
観
光
関
連
の
仕

事
に
つ
い
て
い
る
人
物
は
、
外
の
地
域
か
ら
や
っ
て
き
た
若
者
の
参

加
こ
そ
が
、
麗
江
の
観
光
業
の
順
調
な
発
展
の
要
因
の
一
つ
と
要
約

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
若
者
た
ち
は
、
多
く
が
高
い
教
育
を
受
け
、

旅
行
を
趣
味
と
し
て
、
生
活
を
楽
し
む
こ
と
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
一

方
で
、
現
代
都
市
社
会
の
生
活
リ
ズ
ム
の
速
さ
や
過
度
の
競
争
を

嫌
っ
て
い
た
。
い
わ
ば
、
当
時
の
中
国
国
内
で
勃
興
し
始
め
た
都
市

ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
の
代
表
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
は
、
古
城
内
で
自
分

の
旅
館
や
商
店
を
営
み
つ
つ
、
自
分
の
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
麗
江
周
辺
の
風
景
や
観
光
ル
ー
ト
、
古
城
で
の
静
か
で
落
ち
着
い

た
生
活
を
紹
介
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
、
全
国
各
地
か
ら
似
た
よ
う

な
嗜
好
を
持
ち
合
わ
せ
る
若
者
た
ち
を
呼
び
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
多
く
の
観
光
客
た
ち
は
、
こ
れ
ら
早
期
の
移
住
者
た
ち
の
旅
館

に
宿
泊
し
、
か
れ
ら
の
経
営
す
る
店
で
食
事
を
し
、
余
暇
を
楽
し
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み
、
か
れ
ら
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
た
観
光
ル
ー
ト
を
た
ど
り
な
が

ら
、
か
れ
ら
と
一
緒
に
世
界
自
然
遺
産
の
リ
ス
ト
に
加
え
ら
れ
た

「
三
江
併
流
」
地
域
の
美
し
い
山
水
や
、
世
界
文
化
遺
産
の
麗
江
古

城
で
の
の
ん
び
り
し
た
生
活
を
楽
し
ん
だ
。

　
筆
者
は
、
こ
の
こ
と
が
多
く
の
観
光
客
が
こ
の
辺
陲
地
域
に
位
置

す
る
少
数
民
族
の
小
さ
な
町
に
や
っ
て
き
て
も
、
異
文
化
性
や
不
自

由
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
重
要
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
店
の
主
人
と
客
、
ま
た
客
同
士
も
同
じ
よ
う
な
嗜
好
、
趣
味
を

も
ち
、
長
期
に
わ
た
っ
て
仲
の
良
い
友
人
と
し
て
連
絡
を
取
り
合
う

こ
と
も
ま
れ
で
は
な
か
っ
た
。
定
期
的
に
麗
江
を
訪
れ
、
友
人
に
会

い
に
行
く
よ
う
に
馴
染
み
の
旅
館
や
商
店
を
利
用
す
る
人
々
も
い

た
。
こ
う
し
た
早
期
の
移
住
者
は
そ
の
後
に
絶
え
ず
押
し
寄
せ
て
来

た
旅
好
き
な
“
小
資
”
た
ち
、
生
活
情
緒
に
こ
だ
わ
る
文
学
青
年
の

先
輩
で
も
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
古
城
の
“
小
資
”
文
化
の
最
大
の
原

動
力
で
あ
り
、
ま
た
「
小
資
の
天
国
」
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
最
初
の
背

景
と
も
な
っ
て
い
た
。
だ
が
、
経
済
的
利
益
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
状

況
の
な
か
で
、
い
わ
ゆ
る
“
小
資
”
文
化
、“
小
資
”
ム
ー
ド
は
絶

え
ず
世
俗
化
さ
れ
、
商
業
的
に
利
用
さ
れ
、
大
勢
の
観
光
客
を
惹
き

つ
け
る
「
小
資
の
天
国
」
イ
メ
ー
ジ
形
成
を
促
す
と
と
も
に
、
低
俗

な
「
小
資
の
天
国
」
ま
た
は
「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
市
」
イ
メ
ー

ジ
の
形
成
に
も
土
壌
を
提
供
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

㈢
　
古
城
の
雰
囲
気
に
起
こ
っ
た
変
化

　
古
城
の
内
部
に
旅
行
者
向
け
の
商
店
や
旅
館
が
増
加
し
て
い
く
に

つ
れ
て
、
古
城
の
雰
囲
気
に
も
す
ぐ
に
変
化
が
生
じ
た
。
主
要
な
観

光
の
街
道
筋
に
暮
ら
し
て
い
た
住
民
が
、
古
城
か
ら
転
居
し
始
め
た

の
だ
っ
た
。
観
光
業
が
盛
ん
な
街
道
筋
ほ
ど
、
も
と
の
住
民
の
転
出

比
率
が
高
く
な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
に
筆
者
が
お
こ
な
っ
た
、
主
要

な
街
道
居
民
委
員
会
の
人
々
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
観
光
業
が

早
期
か
ら
発
展
し
た
新
義
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
も
と
か
ら
の
住
民
は
す

で
に
五
分
の
一
以
下
に
な
っ
て
い
た
。
新
華
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
旧
来

の
住
民
の
三
分
の
二
以
上
が
古
城
外
に
転
居
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

二
〇
〇
三
年
ご
ろ
か
ら
、
筆
者
は
こ
の
古
城
の
雰
囲
気
の
変
化
を

は
っ
き
り
と
感
じ
て
い
た
。「
麗
江
古
城
は
す
で
に
建
築
や
都
市
を

研
究
す
る
学
者
た
ち
の
心
の
な
か
の
殿
堂
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
写

真
家
や
画
家
た
ち
の
愛
顧
の
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
よ
り
重
要
な
こ

と
は
、
麗
江
古
城
は
テ
ン
ポ
の
速
い
都
会
の
生
活
に
疲
れ
た
人
々
、

人
情
味
の
薄
い
都
会
の
生
活
に
嫌
気
が
さ
し
た
人
々
の
心
の
な
か
に

あ
る
楽
園
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
感
の
た
だ
よ
う
「
小

資
の
天
国
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」﹇
宗 2006

﹈。
同
じ
時
期
の
あ

る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
旅
行
記
も
ま
た
、
こ
の
古
城
の
変
化
を

は
っ
き
り
と
描
き
出
し
て
い
る
。「
麗
江
に
は
多
く
の
怪
し
げ
な
人

が
い
る
。
廃
頽
的
な
若
者
た
ち
、
金
も
う
け
を
し
た
い
芸
人
た
ち
、

一
時
の
精
神
的
避
難
を
求
め
る
人
た
ち
。
か
れ
ら
は
自
ら
が
ど
こ
か
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ら
来
た
か
を
忘
れ
、
一
緒
に
集
ま
り
、
酒
を
飲
み
、
夜
中
に
酩
酊
し

て
、
昼
は
遅
く
ま
で
起
き
て
こ
な
い
。
…
…
麗
江
の
も
っ
と
も
美
し

い
の
は
風
景
で
は
な
く
て
、
こ
う
し
た
実
に
様
々
な
人
々
を
受
け
入

れ
て
、
知
ら
な
い
者
で
あ
っ
て
も
平
然
と
座
り
、
こ
の
酒
場
で
落
ち

着
け
る
こ
と
で
あ
る
」（
あ
る
旅
行
者 

二
〇
〇
四
年
四
月
一
七
日
）。

　
世
界
文
化
遺
産
の
保
護
と
管
理
を
よ
り
良
く
進
め
る
た
め
に
、
一

九
九
八
年
、
大
研
鎮
に
「
麗
江
古
城
管
理
所
」
が
設
立
さ
れ
た
。
一

九
九
九
年
末
に
は
、
古
城
の
ビ
ジ
ネ
ス
的
な
雰
囲
気
を
軽
減
す
る
た

め
に
、
古
城
管
理
所
は
一
〇
〇
軒
以
上
の
玉
や
宝
石
の
商
店
を
す
べ

て
古
城
か
ら
転
出
さ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
空
隙
は
瞬
く
間
に
利
益

率
が
同
様
に
高
い
銀
器
店
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
て
し
ま
い
、
数
十
軒

の
雲
南
省
内
の
大
理
な
ど
の
地
か
ら
や
っ
て
き
た
銀
器
店
が
古
城
の

主
要
な
地
区
を
占
拠
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
初
め
に
は
古
城
の
元
々
の
風
貌
を
回
復
す
る
た
め

に
、
都
市
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
街
道
筋
で
特
定
の
商
品

の
み
を
販
売
す
る
と
決
め
た
。
し
か
し
こ
れ
も
、
当
時
は
ま
だ
半
数

以
上
が
残
っ
て
い
た
古
城
の
旧
来
の
住
民
に
更
な
る
生
活
上
の
不
便

さ
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、「
麗
江
古
城
管
理
所
」

は
行
政
上
の
所
属
の
問
題
や
そ
の
作
業
範
囲
の
問
題
か
ら
、
繰
り
返

し
名
称
変
更
を
お
こ
な
う
こ
と
と
な
り
、
現
在
で
は
地
理
上
の
所
在

で
あ
る
古
城
区
で
は
な
く
麗
江
市
政
府
直
属
の
「
世
界
文
化
遺
産
麗

江
古
城
保
護
管
理
局
」
と
し
て
、
古
城
の
保
護
、
管
理
、
そ
し
て
宣

伝
な
ど
に
責
任
を
も
つ
機
関
と
な
っ
て
い
る
。
観
光
業
の
発
展
に
と

も
な
っ
て
、
古
城
管
理
局
の
行
政
的
職
権
は
ま
す
ま
す
大
き
く
、
そ

の
管
理
範
囲
も
よ
り
広
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
古
城
管
理
局
は
多
く

の
管
理
、
改
善
条
例
を
次
々
に
制
定
し
て
い
る
が
、
予
想
さ
れ
た
効

果
を
挙
げ
た
も
の
は
あ
ま
り
多
く
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

四
　「
小
資
の
天
国
」の
時
期

　
二
〇
〇
三
年
に
新
型
肺
炎
が
猛
威
を
振
る
っ
た
の
ち
、
麗
江
の
観

光
客
は
リ
バ
ウ
ン
ド
式
に
増
加
し
、
古
城
の
雰
囲
気
に
も
さ
ら
に
大

き
な
変
化
が
現
れ
た
。
古
城
に
魅
せ
ら
れ
都
会
の
生
活
を
捨
て
て
転

居
し
て
き
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
た
ち
は
さ
ら
に
増
え
、
古
城
に
は
ナ

シ
族
の
伝
統
文
化
と
は
全
く
異
な
る
都
会
の
「
小
資
ム
ー
ド
」
に
由

来
す
る
雰
囲
気
が
漂
う
こ
と
と
な
っ
た
。
他
方
で
、
当
時
の
中
国
は

全
国
的
に
経
済
上
昇
期
に
あ
り
、
人
々
の
物
質
的
生
活
と
い
う
面
で

は
大
幅
な
改
善
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
仕
事
や
生
活
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
は
よ
り
大
き
く
な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
時
期
に
、
中
国
東

部
沿
岸
部
の
都
市
を
中
心
と
し
て
、
若
く
お
し
ゃ
れ
な
都
会
の
ホ
ワ

イ
ト
カ
ラ
ー
を
主
体
と
す
る
“
小
資
”
と
呼
ば
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
勃

興
し
た
。
こ
の
両
者
（「
小
資
ム
ー
ド
」
の
麗
江
と
、
沿
岸
部
の

“
小
資
”
た
ち
）
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
当
時
北
京
や
広
州
な
ど
の

大
都
市
で
は
や
り
始
め
て
い
た
、
流
行
や
新
た
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を

高
く
評
価
し
、
押
し
広
め
る
新
式
メ
デ
ィ
ア
と
様
々
な
文
化
商
人
で

あ
っ
た
。
二
〇
〇
二
年
ご
ろ
に
、
麗
江
地
区
宣
伝
部
と
い
く
つ
か
の
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メ
デ
ィ
ア
が
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
中
心
と
し
な
い
宣
伝
モ
デ
ル
に
つ
い

て
の
協
議
を
お
こ
な
っ
て
い
た
、
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
の
ち
、

景
観
に
優
れ
、
文
化
的
雰
囲
気
が
あ
り
、
大
都
会
か
ら
離
れ
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
の
流
れ
る
麗
江
と
い
う
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
が
、
新

聞
、
雑
誌
、
書
籍
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁
に

現
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
当
時
、
中
国
国
内
で
は
ほ
ぼ
初
め

て
と
い
っ
て
よ
い
「
ソ
フ
ト
広
〉
10
〈告

」
と
呼
ば
れ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
手
法

だ
っ
た
の
だ
が
、
予
想
外
の
絶
大
な
効
果
を
収
め
た
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
、
そ
の
他
メ
デ
ィ
ア
の
積
極
的
な
放
送
の
な
か
で
、「
小

資
の
天
国
」
と
い
う
観
光
イ
メ
ー
ジ
は
そ
の
定
型
を
獲
得
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

㈠
　「
小
資
の
天
国
」イ
メ
ー
ジ
の
形
成

　
二
〇
〇
二
年
、
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
な
か
で
そ
の
急
先

鋒
と
な
っ
た
雑
誌
『
新
週
刊
』
は
、「
あ
な
た
は
、
麗
江
し
た
？
」

を
表
紙
の
テ
ー
マ
と
す
る
特
集
を
世
に
送
り
出
し
た
。「
あ
な
た

は
、
麗
江
し
た
？
」
は
、
こ
の
年
の
流
行
語
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、「
今
、
麗
江
に
居
る
の
で
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
麗
江
に
行
く
道

の
途
中
に
い
る
の
で
あ
る
」
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
も
、
こ
の
時
期
の
観

光
宣
伝
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
雑
誌
の
な
か
で
頻
繁
に
見
か
け
る
言
葉
と

な
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
新
鮮
な
、
感
情
を
煽
り
立
て
る
よ
う
な
フ

レ
ー
ズ
は
、
当
時
ま
だ
多
く
の
旅
行
経
験
の
な
か
っ
た
都
市
部
の
若

者
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。

　

こ
の
時
期
、『
新
週
刊
』
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、「
中
国
で
最
も
行
き
た
い
小
都
市
十
選
」、

「
地
球
で
も
っ
と
も
立
ち
寄
り
た
い
百
の
小
都
市
の
ひ
と
つ
」、

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
が
も
っ
と
も
好
き
な
中
国
の
観
光
都
市
」
な

ど
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
筆
者
は
、
論
文
執
筆
の
た
め
に
こ
う
し

た
記
述
に
つ
い
て
収
集
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
ど
の
よ
う
な
組
織

が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
で
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
選
考
し
た
の

か
を
調
査
し
た
が
、
結
局
そ
れ
ら
は
不
明
な
ま
ま
で
あ
る
。
た
だ

し
、
当
時
の
新
聞
や
雑
誌
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ
ア
に
は
こ
う

し
た
語
句
が
至
る
と
こ
ろ
に
溢
れ
て
お
り
、
宣
伝
さ
れ
続
け
て
い

た
。
麗
江
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
前
述
の
よ
う

な
評
価
を
受
け
た
と
い
う
正
式
な
発
表
は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
が
、

こ
う
し
た
評
価
を
匂
わ
せ
る
よ
う
な
関
連
す
る
文
章
が
多
数
記
載
さ

れ
て
い
た
。
一
般
の
観
光
客
は
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
評
価
の
真
偽
を

詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
の
「
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
」、「
地
球
の
」
な
ど
の
肩
書
が
、
麗
江
の
ブ
ラ
ン
ド
価
値
を

極
度
に
引
き
上
げ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
二
〇
〇
三
年
に
は
、
心
理
描
写
に
偏
っ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
旅
行

書
『
麗
江
の
柔
ら
か
な
光
陰
』（『
麗
江
的
柔
軟
的
時
光
』）
が
出
版

さ
〉
11
〈

れ
、
発
売
と
同
時
に
版
を
重
ね
た
。
こ
の
、
麗
江
の
「
小
資
の
天

国
」
と
し
て
の
地
位
を
公
認
し
た
書
籍
に
お
い
て
、
麗
江
は
「（
失

恋
の
）
傷
を
治
す
」
聖
地
、
心
の
傷
を
癒
す
聖
地
と
し
て
描
か
れ
て

お
り
、「
初
め
て
来
た
の
に
、
な
ぜ
か
故
郷
に
帰
っ
た
よ
う
に
懐
か
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し
い
」、
自
由
で
弛
緩
し
た
時
間
を
提
供
す
る
場
所
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
書
籍
は
「
柔
ら
か
な
心
を
も
っ
て
旅
に
出
よ
う
」
と
提
唱

す
る
が
、
そ
の
文
字
は
箍
が
外
れ
勝
手
気
ま
ま
で
あ
っ
て
、
誘
惑
と

煽
情
に
溢
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
四
年
に
多
く
の
テ
レ
ビ
局
で
放
映
さ
れ
始
め
た
ア
イ
ド
ル

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
あ
る
『
一
メ
ー
ト
ル
の
陽
光
』（『
一
米
陽
光
』）

は
、
若
者
た
ち
の
間
で
評
判
と
な
っ
た
。
こ
の
ド
ラ
マ
の
男
女
の
主

人
公
た
ち
に
よ
る
麗
江
で
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
の
情
景
は
、
現
代
の
都

会
の
人
々
の
心
を
震
わ
せ
る
よ
う
な
異
性
と
の
出
会
い
の
聖
地
と
し

て
の
麗
江
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
さ
ら
に
強
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
『
一
メ
ー
ト
ル
の
陽
光
』
も
、
麗
江
の
「
新
し
い
古
典
」
と

な
っ
た
。
い
わ
く
、
玉
龍
雪
山
は
年
間
を
通
し
て
霧
に
覆
わ
れ
て
お

り
太
陽
の
光
は
射
さ
な
い
が
、
毎
年
秋
分
の
と
き
だ
け
一
メ
ー
ト
ル

あ
ま
り
の
陽
光
が
射
す
。
こ
の
陽
光
に
照
ら
さ
れ
た
人
物
は
、
美
し

く
麗
し
い
愛
情
を
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
い
う
。
こ
の

「
一
メ
ー
ト
ル
の
陽
光
」
と
い
う
言
葉
は
全
く
新
し
く
作
ら
れ
た
詞

で
あ
り
、
ナ
シ
族
の
文
化
と
は
い
か
な
る
関
係
も
な
い
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
文
章
や
観
光
関
連
の
書
籍
で
は
、
あ
た
か
も
麗
江

の
伝
説
、
故
事
に
基
づ
い
て
い
る
か
の
よ
う
に
潤
色
、
誇
張
さ
れ
て

語
ら
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
五
年
に
な
る
と
、
チ
ャ
ン
・
イ
ー
モ
ウ
が
監
督
を
務
め
、

高
倉
健
ら
が
主
演
し
た
『
単
騎
、
千
里
を
走
る
』
が
公
開
さ
れ
、
劇

中
の
麗
江
の
美
し
い
風
景
と
人
々
の
純
朴
さ
が
感
動
を
呼
ん
だ
。
こ

の
の
ち
、「
一
メ
ー
ト
ル
の
陽
光
」
や
「
単
騎
千
里
を
走
る
」
と

い
っ
た
言
葉
は
、
多
く
の
バ
ー
や
旅
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
店
名
と

な
っ
て
い
っ
た
。
図
ら
ず
も
多
く
の
有
名
な
ス
タ
ー
や
監
督
ら
は
麗

江
の
無
償
代
弁
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
優
れ
た
手
法
で
人
々
を
煽
り
立
て
る
文
化
メ
デ
ィ
ア
と
力
の
入
っ

た
各
種
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
上
の
観
光
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
、「
麗

江
」
の
名
声
は
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
と
並
行
し
て
、

麗
江
政
府
も
様
々
な
国
際
的
、
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ

と
で
、
麗
江
の
知
名
度
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
、
麗
江
観
光
の
熱
を
高

め
る
後
押
し
を
お
こ
な
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
九
年
の
「
国
際
ト

ン
パ
文
化
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
一
九
九
七
年
か
ら
二
〇
〇
一

年
ま
で
続
け
ら
れ
た
「
七
星
国
際
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」、
二
〇
〇
一
年
の
ユ
ネ
ス
コ
主
催
の
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域

文
化
遺
産
管
理
第
五
回
大
会
」、
二
〇
〇
三
年
の
「
国
際
ト
ン
パ
文

化
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、
二
〇
〇
四
年
の
「
第
一
回
中
国
麗
江

世
界
文
化
遺
産
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、
多
く
の
音
楽
愛
好
者
た
ち
を
惹
き

つ
け
た
「
麗
江
雪
山
芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」（
こ
れ
は
二
〇
〇
二

年
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
一
〇
年
、
二
〇
一
一
年
末

か
ら
二
〇
一
二
年
初
頭
ま
で
と
、
繰
り
返
し
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
）

な
ど
大
規
模
な
も
の
か
ら
、
比
較
的
小
規
模
な
も
の
ま
で
含
め
れ
ば

事
例
は
尽
き
な
い
。
麗
江
の
宣
伝
部
門
は
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
を
巧
み

に
利
用
し
た
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
実
践
の
な
か
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
も
た
ら
す
宣
伝
効
果
を
知
り
、
積
極
的
に
用
い
た
、
と
い
え
る
。
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こ
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
満
ち
溢
れ
る
宣
伝
と
斬
新
な
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
手
段
と
の
結
合
の
結
果
、
麗
江
は
爆
発
的
な
人
気
を
獲

得
し
た
。
か
つ
て
、「
雲
南
省
の
ポ
ケ
ッ
ト
の
〉
12
〈底

」
と
呼
ば
れ
た
場

所
が
、
全
国
の
「
小
資
」、「
文
芸
青
年
」
た
ち
の
心
の
な
か
の
「
天

国
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
麗
江
は
、
都
会
の
若
者
た
ち
が
俗
世
の

喧
騒
か
ら
逃
れ
る
こ
と
を
試
み
る
桃
源
郷
と
し
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
で
情
熱
的
な
恋
に
遭
遇
す
る
天
国
と
し
て
創
ら
れ
て
い
っ
た
。
一

部
の
生
活
の
品
質
を
追
求
し
、
比
較
的
高
い
教
育
を
受
け
た
都
会
の

「
小
資
」
た
ち
は
、
古
城
の
橋
や
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、
静
か
で
快
適

な
自
然
環
境
と
の
ん
び
り
し
た
生
活
リ
ズ
ム
に
憧
れ
て
古
城
へ
と
転

居
し
、
店
舗
を
営
み
な
が
ら
生
活
を
享
受
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
、

麗
江
で
の
詩
情
溢
れ
る
生
活
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
新
た
な
生
活
ス

タ
イ
ル
を
提
唱
す
る
雑
誌
や
メ
デ
ィ
ア
な
ど
を
通
じ
て
、
都
会
の
若

者
へ
と
浸
透
さ
せ
て
い
っ
た
。
一
時
期
、
麗
江
に
行
っ
て
旅
館
を
開

業
し
、
愛
す
る
人
と
詩
的
な
生
活
を
送
る
、
と
い
う
こ
と
が
都
会
の

若
者
た
ち
の
夢
と
な
り
、
ま
た
あ
る
種
の
「
現
象
」
と
も
な
っ
て
い

た
。
こ
の
時
期
の
古
城
内
部
の
道
路
に
面
し
た
店
舗
の
家
賃
は
お
よ

そ
月
に
三
〜
五
千
元
で
あ
っ
て
、
一
軒
の
家
屋
の
家
賃
は
一
年
で
三

〜
五
万
元
で
あ
っ
た
た
め
、
多
く
の
都
会
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に

と
っ
て
は
、
負
担
で
き
る
金
額
で
あ
っ
た
。
反
対
に
、
当
時
の
月
給

が
一
〜
二
千
元
程
度
で
あ
っ
た
古
城
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
毎
月
数

千
元
に
な
る
家
賃
収
入
は
大
変
魅
力
的
で
あ
り
、
も
と
か
ら
の
住
民

た
ち
は
続
々
と
古
城
内
の
家
屋
を
貸
し
出
し
て
、
自
分
た
ち
は
周
辺

の
新
城
区
へ
と
引
っ
越
し
て
い
っ
た
。

㈡
　
古
城
が
「
商
業
化
」し
て
い
る
と
の
批
判
を
受
け
始
め
る

　
「
茶
馬
古
道
」
の
商
品
集
散
地
と
し
て
、
ま
た
チ
ベ
ッ
ト
と
雲
南

省
を
結
ぶ
貿
易
の
中
継
地
と
し
て
、
麗
江
古
城
の
商
業
は
歴
史
的
に

大
い
に
繁
栄
し
て
い
た
。
一
九
三
〇
〜
四
〇
年
代
に
は
、
古
城
内
に

一
一
〇
あ
ま
り
の
商
家
が
集
ま
り
、
一
二
〇
〇
軒
あ
ま
り
の
店
舗
が

あ
っ
た
。
麗
江
の
手
工
業
は
雲
南
省
西
北
部
で
著
名
で
あ
り
、
そ
の

製
品
が
遠
く
は
上
海
、
北
京
、
海
外
に
す
ら
運
ば
れ
て
販
売
さ
れ
て

い
た
﹇
麗
江
納
西
族
自
治
県
志
編
纂
委
員
会 2001

﹈。
二
一
世
紀
に

入
る
こ
ろ
に
は
再
び
麗
江
に
大
量
の
人
流
、
物
流
、
そ
し
て
資
本
が

流
れ
込
む
こ
と
と
な
っ
た
が
、
し
か
し
、
伝
統
的
な
手
工
業
と
ナ
シ

族
の
特
徴
的
な
土
産
物
な
ど
は
こ
の
観
光
業
の
特
急
列
車
に
乗
る
こ

と
が
で
き
ず
に
、
ほ
か
の
地
域
か
ら
や
っ
て
き
た
工
業
、
商
業
の
圧

力
に
圧
さ
れ
る
形
で
次
々
に
衰
退
、
消
滅
し
て
い
っ
た
。
古
城
内
の

商
店
は
続
々
と
増
加
し
て
い
き
、
他
地
域
で
機
械
化
さ
れ
た
製
造
工

程
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
、
ま
っ
た
く
地
域
的
な
特
色
が
な
い
「
観

光
土
産
」
が
古
城
に
溢
れ
か
え
る
こ
と
に
な
っ
た
﹇Z

ong 2010

﹈。

　
古
城
の
「
商
業
化
」
に
関
す
る
批
判
が
次
々
と
メ
デ
ィ
ア
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
現
れ
始
め
る
の
も
、
こ
の
時
期
か
ら
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
麗
江
は
「
巨
大
な
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、「
義
烏
小
物

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
麗
江
古
城
卸
売
り
モ
ー
ル
」（
浙
江
省
義
烏
県
は
世

界
中
の
日
用
品
の
産
地
と
し
て
と
て
も
有
名
）
と
称
さ
れ
た
。
二
〇
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〇
三
年
三
月
に
は
、
麗
江
古
城
の
商
業
化
の
深
刻
さ
と
、
も
と
の
住

民
た
ち
の
転
居
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
か
ら
批
判
さ
れ
て
し

ま
う
。
こ
れ
を
受
け
て
、
中
国
の
知
識
人
が
よ
く
読
む
新
聞
『
南
方

週
末
』
は
、
麗
江
観
光
の
「
七
年
の
も
ど
か
し
さ
」
を
た
ど
る
連
続

記
事
を
掲
載
し
た
﹇
易 2003

﹈。

　

古
城
は
ま
す
ま
す
騒
が
し
く
な
り
、
生
活
も
ま
す
ま
す
不
便
と

な
っ
て
い
っ
た
。
こ
の
た
め
、
古
城
住
民
の
転
出
問
題
も
日
増
し
に

顕
著
と
な
っ
て
き
た
。
も
と
か
ら
の
住
民
た
ち
の
多
く
は
、
そ
の
家

屋
を
借
り
た
い
と
い
う
外
地
の
経
営
者
が
現
れ
さ
え
す
れ
ば
、
古
城

内
の
自
宅
を
貸
し
出
し
、
そ
の
収
入
で
新
城
に
新
た
な
家
屋
を
買
う

こ
と
を
選
択
し
た
。
実
際
、
古
城
内
は
非
常
に
混
み
合
っ
て
い
て
、

世
界
遺
産
へ
の
申
請
に
成
功
す
る
前
か
ら
、
経
済
条
件
の
良
か
っ
た

家
庭
は
古
城
を
脱
出
し
、
交
通
の
便
が
良
く
居
住
空
間
を
広
く
と
る

こ
と
が
で
き
る
新
城
区
に
新
た
な
家
屋
を
購
入
し
て
い
た
。
多
く
の

麗
江
の
人
々
、
と
く
に
若
者
の
観
念
に
お
い
て
は
、
新
城
は
古
城
よ

り
も
よ
い
選
択
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
古
城
を
出
て
い
く
こ

と
に
大
き
な
抵
抗
感
は
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
二
〇

〇
三
年
末
に
南
門
小
区
が
拓
か
れ
て
、
観
光
街
道
が
拡
張
さ
れ
る

と
、古
城
住
民
の
転
出
は
よ
り
そ
の
速
度
を
速
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

㈢
　
政
府
に
よ
る
古
城
の
保
護

　
「
商
業
化
」
と
い
う
問
題
は
ま
す
ま
す
観
光
客
や
、
メ
デ
ィ
ア
に

指
摘
さ
れ
、
こ
れ
を
解
決
す
る
た
め
に
、
古
城
管
理
委
員
会
は
二
〇

〇
三
年
に
「
准
営
証
」（
営
業
許
可
書
）
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
古

城
内
の
営
業
活
動
へ
の
承
認
、
制
御
を
進
め
て
、
商
業
店
舗
の
総
量

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
商
品
の
構
成
を
調
整
し
よ
う
と
試
み
た
。
ま

た
、
従
業
員
の
う
ち
一
定
の
割
合
で
現
地
居
住
者
を
採
用
す
る
こ

と
、
経
営
者
は
必
ず
民
族
衣
装
を
着
用
す
る
こ
と
な
ど
も
定
め
ら
れ

た
。
さ
ら
に
、
少
数
民
族
地
域
の
雰
囲
気
を
高
め
る
た
め
に
、
古
城

管
理
会
社
は
古
城
内
の
栄
え
て
い
る
区
域
に
政
府
が
所
有
し
て
い
る

店
舗
を
麗
江
の
著
名
文
化
人
に
提
供
す
る
こ
と
で
、
民
族
文
化
の
展

示
を
兼
ね
た
シ
ョ
ッ
プ
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域

の
民
族
的
特
色
の
あ
る
商
品
を
扱
う
現
地
の
人
々
に
様
々
な
優
遇
政

策
を
与
え
る
こ
と
で
、
経
営
者
の
地
元
化
と
販
売
さ
れ
る
商
品
の
地

域
民
族
的
特
色
化
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
一
二
月
に

は
、
古
城
管
理
委
員
会
は
古
城
内
の
新
た
な
旅
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

バ
ー
な
ど
に
対
し
て
暫
定
的
に
営
業
許
可
書
を
発
行
し
な
い
決
定
を

下
し
て
お
り
、
古
城
内
部
の
関
連
す
る
店
舗
の
数
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
し
よ
う
と
し
て
い
た
。

　
効
果
的
に
古
城
を
保
護
す
る
た
め
に
、
古
城
管
理
委
員
会
は
ほ
か

に
も
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、
下
水

管
網
の
改
善
と
路
面
の
修
復
を
中
心
と
す
る
「
三
二
一
」
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
開
始
さ
れ
、
今
ま
で
以
上
に
古
城
の
居
住
条
件
が
向
上
し
、

緑
化
、
衛
生
化
、
美
化
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
古
城
の
外
観
を
よ
り
良

い
も
の
と
し
た
。
古
城
管
理
委
員
会
は
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
の
グ
ロ
ー

バ
ル
遺
産
基
金
（
Ｇ
Ｈ
Ｆ
）
と
共
同
出
資
を
し
て
一
部
の
経
済
的
な
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困
難
さ
を
抱
え
る
家
庭
に
対
し
て
家
屋
の
補
修
資
金
の
補
助
を
実
施

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
古
城
に
関
し
て
実
施
さ
れ
た
政
府
の
あ
ら

ゆ
る
施
策
は
、
さ
ら
に
麗
江
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
を
向
上
さ
せ
、
よ
り

よ
い
形
で
観
光
開
発
を
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
て
、
民
族
文
化

保
護
の
問
題
を
根
本
か
ら
解
決
す
る
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
政
府
が
力
を
注
い
で
宣
伝
し
た
保
護
に
つ
い
て
の

措
置
は
ほ
と
ん
ど
実
際
の
効
果
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
。
政
府
が
管

理
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
す
る
一
方
で
、
古
城
内
の
店
舗
は
さ
ら

に
増
加
し
、
古
城
を
離
れ
て
い
く
旧
来
の
住
民
も
増
え
る
一
方
で

あ
っ
た
。
街
道
居
民
委
員
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
以
前
は
観
光
業
の

発
展
が
緩
や
か
で
不
満
を
表
明
し
て
い
た
五
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も

四
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
光
義
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
も
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
の

旧
来
の
住
民
が
二
〇
〇
八
年
末
ま
で
に
古
城
か
ら
転
出
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
同
じ
時
期
、
観
光
の
発
展
が
も
っ
と
も
早
か
っ
た
新

義
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
旧
住
民
は
す
で
に
一
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
新
華
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
一
一
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
残
っ
て
い
な
い
状
況
に

陥
っ
た
。

五
　「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」の
時
期

　
筆
者
の
観
察
で
は
、
二
〇
〇
四
年
に
放
映
さ
れ
た
ア
イ
ド
ル
映
画

『
一
メ
ー
ト
ル
の
陽
光
』
以
降
、「
麗
江
」「
出
会
い
」
と
い
っ
た
言

葉
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
次
第
に
出
現
し
始
め
た
。「
出
会
い
」

と
い
う
言
葉
が
現
れ
た
当
初
は
文
芸
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
て
お
り
、

例
え
ば
偶
然
出
く
わ
し
た
風
景
や
気
持
ち
、
あ
る
種
の
生
活
様
式
が

生
み
出
す
驚
き
の
感
覚
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
雑
誌
、
観
光
に
関
す
る
書
籍
の
な
か
で
こ
の
言
葉
に
関
連
す
る
文

章
は
増
殖
を
続
け
、
そ
の
な
か
で
「
出
会
い
」
の
記
述
は
低
俗
な
も

の
に
転
換
し
、
直
接
「
性
」
と
結
び
つ
け
る
も
の
す
ら
現
れ
て
い
っ

た
。
同
時
に
、
古
城
内
の
バ
ー
や
旅
館
の
い
く
つ
か
は
、
こ
の
「
出

会
い
」
を
、
観
光
客
を
惹
き
つ
け
る
看
板
と
し
て
使
用
し
始
め
る
。

バ
ー
や
旅
館
の
内
部
に
掲
げ
ら
れ
た
出
会
い
を
謳
歌
す
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
広
く
流
布
し
、「
異
性
と
の
出
会
い
」

イ
メ
ー
ジ
の
形
成
が
大
々
的
に
進
む
こ
と
と
な
っ
た
。

㈠
　「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」イ
メ
ー
ジ
の
形
成

　
「
小
資
の
天
国
」
時
期
に
お
け
る
観
光
情
報
の
伝
播
が
お
も
に
新

聞
な
ど
の
刊
行
物
や
テ
レ
ビ
、
映
画
、
観
光
関
連
の
書
籍
な
ど
伝
統

的
な
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」

イ
メ
ー
ジ
の
起
源
は
当
時
全
国
に
急
速
に
広
ま
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
メ
デ
ィ
ア
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
〉
13
〈

る
。
中
国
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
は
、
国
民
の
観
光
ブ
ー
ム
と
時
を
同
じ
く
し
て
成
長
し
て
き

た
。
都
会
の
若
者
は
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
主
要
な
利
用
者
で

あ
っ
た
が
、
同
時
に
観
光
ブ
ー
ム
が
起
こ
っ
た
際
の
旗
振
り
役
で
も

あ
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
情
報
が
こ
う
し
た
都
会
の
若
者
に
与

え
た
影
響
は
疑
う
余
地
が
な
い
。
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あ
る
論
文
の
分
析
に
よ
れ
ば
、「
麗
江
」「
出
会
い
」
に
関
す
る

ネ
ッ
ト
上
の
言
説
は
二
〇
〇
四
年
前
後
か
ら
現
れ
始
め
、
二
〇
〇
八

年
前
後
に
次
第
に
増
加
し
た
の
ち
、
お
よ
そ
二
〇
一
二
年
、
二
〇
一

三
年
に
そ
の
頂
点
に
達
し
た
﹇
程 2016

﹈。
筆
者
も
こ
の
分
析
に
同

意
す
る
。
は
じ
め
は
一
部
の
文
章
が
う
ま
い
観
光
客
が
麗
江
で
の

「
凄
艶
な
」
観
光
記
と
感
想
を
発
表
し
た
も
の
が
、
一
部
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
の
観
光
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
そ
れ
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
出

し
た
。
か
れ
ら
は
、
こ
れ
ら
の
文
章
を
大
量
に
転
載
し
、
と
き
に
は

専
門
の
「
ラ
イ
タ
ー
」
を
雇
っ
て
こ
う
し
た
文
章
を
作
成
し
て
ネ
ッ

ト
の
稼
働
率
を
上
げ
て
広
告
収
入
を
跳
ね
上
げ
た
。
様
々
な
嘘
か
本

当
か
わ
か
ら
な
い
異
性
と
の
出
会
い
の
経
験
談
が
ネ
ッ
ト
に
満
ち
溢

れ
、
さ
ら
に
は
「
出
会
い
の
豆
知
識
」
を
ま
と
め
る
人
々
が
現
れ
て

ど
う
し
た
ら
「
異
性
と
の
出
会
い
」
が
成
功
す
る
の
か
入
れ
知
恵
す

る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
二
〇
二
一
年
現
在
に
な
っ
て
も
、
ど
の

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
あ
っ
て
も
、「
麗
江
」「
異
性
と
の
出
会
い
」
の
文

字
で
検
索
す
れ
ば
即
座
に
数
万
単
位
の
検
索
結
果
が
現
れ
る
状
況
で

あ
る
。

　
雑
誌
や
観
光
関
連
書
籍
が
こ
の
流
れ
に
乗
ら
な
い
わ
け
は
な
く
、

「
麗
江
」
と
「
異
性
と
の
出
会
い
」
と
の
セ
ッ
ト
は
、
人
々
の
目
を

惹
き
つ
け
る
新
た
な
ホ
ッ
ト
テ
ー
マ
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
に
は

か
つ
て
巧
み
に
『
麗
江
の
柔
ら
か
な
光
陰
』
を
世
に
送
り
出
し
た
ラ

イ
タ
ー
た
ち
が
、
再
び
『
出
会
い
の
麗
江
』
を
世
に
送
り
出
し
た

﹇
大
蕃
茄
伝
媒 2005

﹈。
こ
の
作
品
で
は
「
出
会
い
と
は
鯨
飲
馬
食

す
る
賑
や
か
な
宴
で
あ
っ
て
、
こ
の
宴
は
永
遠
に
終
わ
ら
な
い
」
と

し
、
声
高
く
讃
え
る
。『
踢
踢
兜
│
│
麗
江
の
恋
』﹇
点
炕
木 2009

﹈

は
、
麗
江
で
偶
然
出
会
っ
た
二
人
の
若
者
が
過
ご
す
わ
ず
か
十
日
間

で
の
尽
き
る
こ
と
の
な
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ

る
。
作
者
は
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
業
界
か
ら
出
版
企
画
業
界
へ
と
転
じ
た

そ
の
道
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
っ
た
。
書
名
か
ら
幻
想
的
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
す
『
明
日
、
麗
江
で
一
緒
に
目
を
覚
ま
そ
う
』

﹇
摩
卡
、
孫
佳 2010

﹈
は
、
そ
の
表
紙
に
大
き
く
「
歳
を
と
る
前
に

一
緒
に
麗
江
に
行
っ
て
、
最
初
の
愛
を
探
し
求
め
よ
う
」
と
書
か
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
「
文
化
商
た
ち
」（M

erchants of C
ulture

）

の
作
品
は
、
紙
面
は
多
く
は
な
く
内
容
も
単
調
だ
っ
た
が
、「
麗

江
」
そ
し
て
「
異
性
と
の
出
会
い
」
と
い
っ
た
記
号
の
人
気
の
高
ま

り
に
手
助
け
さ
れ
て
、
一
時
期
非
常
に
よ
く
売
れ
た
。

　
二
〇
一
〇
年
に
、
都
市
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
を
主
な
読
者
と
す
る

『
新
週
刊
』
は
再
び
巻
頭
に
「
麗
江
、
出
会
い
の
都
」
と
い
う
文
章

を
掲
載
し
て
、「
出
会
い
の
都
」
は
麗
江
の
代
名
詞
と
な
っ
た
。
こ

の
時
期
、「
麗
江
」
と
い
え
ば
、
間
違
い
な
く
人
々
が
最
初
に
思
い

浮
か
べ
る
の
は
「
出
会
い
の
都
」
で
あ
っ
た
。
当
時
、
多
く
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
文
章
で
は
、
も
し
周
り
の
友
人
に
麗
江
に
観
光
に

行
く
と
い
え
ば
、
い
か
が
わ
し
い
ま
な
ざ
し
を
向
け
ら
れ
て
疑
わ
れ

る
か
、
あ
る
い
は
直
接
「
出
会
い
」
を
求
め
に
い
く
の
か
を
問
い
た

だ
さ
れ
る
だ
ろ
う
、
と
記
さ
れ
て
い
た
。
二
〇
一
三
年
に
は
『
出
会

い
の
麗
江
』
と
題
さ
れ
た
映
画
が
公
開
さ
れ
、
俳
優
の
演
技
力
や
制
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作
レ
ベ
ル
の
面
で
酷
評
さ
れ
た
〉
14
〈

が
、
こ
れ
も
ま
た
麗
江
と
「
異
性
と

の
出
会
い
」
の
間
の
記
号
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
他
方
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
麗
江
の
「
バ
ー
」
は
ほ
と
ん

ど
「
異
性
と
の
出
会
い
」
と
同
様
に
有
名
に
な
っ
て
い
る
（
写
真

４
）。
こ
れ
ら
の
バ
ー
こ
そ
は
麗
江
の
出
会
い
文
化
の
発
信
源
、
麗

江
の
「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」
イ
メ
ー
ジ
形
成
の
現
地
で
の
最
大

の
推
進
者
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
古
城
内
で
最
も
早
く
か
ら
営
業

し
て
い
る
バ
ー
は
、
一
九
九
六
年
に
開
店
し
た
「
桜
花
屋
」
で
あ

り
、
そ
の
店
主
は
自
他
と
も
に
認
め
る
「
出
会

い
の
父
」
で
あ
る
。
彼
自
身
、
自
分
が
麗
江
を

「
出
会
い
の
都
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

化
す
る
動
き
の
中
で
果
た
し
た
大
き
な
成
果
を

誇
り
に
思
っ
て
い
る
。
桜
花
屋
で
は
、
初
め
て

従
業
員
が
恋
愛
の
歌
を
歌
い
、
そ
れ
に
返
歌
す

る
ス
タ
イ
ル
の
営
業
で
観
光
客
を
取
り
込
ん

だ
。
率
先
し
て
い
わ
ゆ
る
少
数
民
族
の
歌
謡
と

ダ
ン
ス
と
を
バ
ー
に
採
用
し
、
か
つ
、
店
内
に

は
様
々
な
創
造
性
に
富
ん
だ
異
性
と
の
出
会
い

を
宣
伝
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
張
り
出
さ
れ
て
い

る
（
写
真
５
）。

　
桜
花
屋
の
出
会
い
に
関
す
る
各
種
ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、
ネ
ッ
ト
で
拡
散
さ
れ
て
い
て
、
一
部
の

観
光
客
に
高
く
評
価
さ
れ
る
一
方
で
、「
低

俗
、
卑
俗
、
下
品
」
と
評
す
観
光
客
も
い
る
。
桜
花
屋
の
店
主
が
提

唱
す
る
「
異
性
と
の
出
会
い
」
は
美
し
い
邂
逅
、
麗
し
い
相
思
相

愛
、
麗
江
観
光
の
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
っ
て
、
麗
江
は
「
邂
逅
」
か
ら

「
結
婚
式
」
に
至
る
一
連
の
「
出
会
い
」
産
業
へ
と
発
展
し
て
い
く

べ
き
で
あ
る
と
も
主
張
し
て
い
る
。
実
際
に
、「
異
性
と
の
出
会

い
」
ブ
ラ
ン
ド
が
低
俗
化
し
、
乱
用
さ
れ
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
に
向

き
合
う
か
と
い
う
テ
ー
マ
の
座
談
会
を
主
催
し
た
こ
と
も
あ
〉
15
〈

る
。
し

か
し
、
バ
ー
内
部
に
掲
げ
ら
れ
た
赤
裸
々
な
標
語
は
、
と
て
も
「
美

写真４　麗江のバー（2019年筆者撮影）

写真５　バーに掲げられた標語（2013年筆者撮影）
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し
い
」
あ
る
い
は
「
純
真
な
」
な
ど
と
は
い
え
な
い
代
物
で
あ
る
。

一
部
の
バ
ー
が
単
に
酒
を
提
供
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
曖
昧
な
行
為

を
し
て
い
る
こ
と
も
争
え
な
い
事
実
で
あ
〉
16
〈

る
。
二
〇
一
三
年
に
開
業

し
た
バ
ー
で
は
そ
の
店
内
に
男
女
の
交
合
を
か
た
ど
っ
た
「
出
会
い

仏
」
を
安
置
し
た
が
、
こ
れ
を
な
で
る
と
性
的
な
出
会
い
が
期
待
で

き
る
と
い
わ
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
に
露
骨
す
ぎ
る
と
し
て
、
わ
ず
か

一
週
間
で
政
府
の
命
令
で
撤
去
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
筆
者
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の
観
光
客
は
、
両
性
の

自
由
で
思
う
ま
ま
の
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
交
流
が
気
に
入
っ
て
い
る
だ

け
で
あ
っ
て
、
わ
ざ
わ
ざ
麗
江
で
愛
情
や
性
を
求
め
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
と
語
っ
て
い
た
。「
異
性
の
出
会
い
の
都
」
と
い
う
名
の
も

と
に
、
麗
江
が
日
常
生
活
の
ス
ト
レ
ス
と
社
会
規
範
か
ら
解
放
さ
れ

る
限
定
的
な
空
間
と
し
て
刻
印
さ
れ
、
自
由
と
レ
ジ
ャ
ー
、
浪
漫
に

満
ち
溢
れ
、
人
々
の
交
流
と
つ
な
が
り
を
促
進
し
て
い
る
、
と
み
な

す
研
究
も
あ
る
﹇X

u and Ye 2016

﹈。
だ
が
、「
異
性
と
の
出
会

い
」
の
代
表
的
な
場
所
と
し
て
騒
ぎ
立
て
ら
れ
、
利
用
さ
れ
、
歪
曲

化
さ
れ
た
消
費
文
化
は
麗
江
を
訪
れ
る
男
女
の
行
動
に
影
響
を
与
え

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
や
当
該
地
域
の
社
会

文
化
に
疑
い
な
く
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
ま
た
事

実
で
あ
る
。
観
光
客
の
欲
望
に
満
ち
た
「
ま
な
ざ
し
」
と
、
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
そ
の
真
の
意
図
と
は
異
な
る
「
記
号
」
の
伝
播
の
結
果
、

麗
江
は
ナ
シ
族
の
独
特
な
文
化
と
、
世
界
レ
ベ
ル
の
文
化
自
然
を
有

す
る
「
場
所
」
か
ら
、
欲
望
に
押
し
流
さ
れ
、
聞
こ
え
の
良
い
都
会

の
人
々
の
享
楽
の
地
へ
、
昨
日
と
明
日
を
忘
れ
る
「
天
国
」
へ
と
変

貌
し
て
し
ま
っ
た
。

㈡
　
観
光
業
の
急
激
な
発
展
と 

絶
え
ず
流
入
を
続
け
る
外
来
資
本

　

ま
さ
に
あ
る
ネ
ッ
ト
上
の
文
章
が
書
き
記
し
た
よ
う
に
、「
麗
江

当
局
が
承
認
し
な
く
と
も
、「
出
会
い
の
麗
江
」
は
す
で
に
麗
江
観

光
の
何
よ
り
の
名
刺
に
な
っ
て
い
て
、
民
族
文
化
よ
り
は
る
か
に
高

い
人
気
が
あ
る
。
多
く
の
人
々
が
出
会
い
の
麗
江
に
押
し
か
け
て
き

て
い
る
で
は
な
い
か
」
と
い
う
状
況
が
あ
〉
17
〈
る
。「
異
性
と
の
出
会
い
」

は
麗
江
観
光
の
重
要
な
要
素
に
な
っ
て
お
り
﹇
孫
、
王2012

﹈、
観

光
客
が
麗
江
を
選
択
す
る
重
要
な
動
機
で
あ
る
﹇
崔
、
琳
、

徐 2016

﹈
と
い
う
研
究
も
あ
る
。
麗
江
市
観
光
局
が
公
開
し
て
い

る
デ
ー
タ
か
ら
見
て
も
、
麗
江
の
観
光
客
数
は
増
え
続
け
て
お
り
、

と
く
に
二
〇
一
一
年
以
降
は
観
光
客
の
の
べ
人
数
が
毎
年
五
百
万
人

程
度
の
増
加
と
い
う
状
況
を
確
認
で
き
る
（
図
２
）。「
異
性
と
の
出

会
い
」
と
麗
江
観
光
の
比
例
関
係
を
直
接
的
に
証
明
す
る
こ
と
は
難

し
い
が
、「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」
の
集
客
効
果
を
否
定
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
麗
江
に
魅
せ
ら
れ
て
、
わ
ず
か
の
資
本
を
も
っ
て
こ
の
地
に
や
っ

て
き
て
小
さ
な
店
を
開
き
、
気
軽
な
生
活
を
謳
歌
し
た
牧
歌
的
な
時

期
は
決
し
て
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
急
増
す
る
観
光
客
と
、
倍
増

し
て
い
く
観
光
収
入
は
、
さ
ら
に
多
く
の
投
資
者
と
資
本
を
刺
激
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し
、
こ
れ
ら
が
怒
濤
の
如
く
押
し
寄
せ
る
事
態
を
招
い
た
。
古
城
保

護
法
に
よ
っ
て
、
無
限
に
増
加
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
店
舗
と
家
屋

が
急
速
に
売
り
手
市
場
と
な
っ
て
い
き
、
家
賃
は
年
々
上
昇
し
た
。

二
〇
〇
三
年
ご
ろ
に
は
年
間
三
〜
五
万
元
で
借
り
る
こ
と
の
で
き
た

家
屋
は
、
二
〇
一
〇
年
に
は
年
間
二
〇
万
元
か
ら
三
〇
万
元
、
さ
ら

に
は
よ
り
高
値
の
も
の
ま
で
あ
る
と
い
う
有
様
に
な
っ
た
。
そ
の
う

え
、
通
常
は
十
年
分
の
家
賃
を
一
度
に
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
店

舗
の
家
賃
も
同
様
で
あ
っ
て
、
数
倍
か
ら
数
十
倍
へ
と
跳
ね
上
が
っ

た
。
一
方
で
、
さ
き
に
古
城
に
転
居
し
て
き
て
い
た
外
来
の
経
営
者

た
ち
は
、
店
舗
を
又
貸
し
し
て
得
ら
れ
る
利
益
の
ほ
う
が
自
分
で
経

営
を
し
て
得
ら
れ
る
利
益
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
く
、
ま
た
容
易
で

あ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
ら
は
積
極
的
に
も
っ
と
多

く
の
古
城
内
の
家
屋
を
借
り
、
少
し
内
装
を
施
し
て
さ
ら
に
貸
し
出

し
て
い
た
、
こ
の
こ
と
が
さ
ら
に
家
賃
の
高
騰
を
招
い
た
。
古
城
の

家
屋
は
「
資
源
」
と
し
て
絶
え
ず
開
拓
さ
れ
て
、
古
城
の
旧
来
の
住

民
は
引
き
続
き
こ
こ
を
離
れ
て
転
居
し
て
い
っ
た
。
家
賃
が
際
限
な

く
上
昇
す
る
な
か
で
、
資
本
規
模
が
小
さ
い
初
期
の
投
資
者
た
ち

も
、
古
城
を
離
れ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　
古
城
の
も
つ
特
色
あ
る
家
屋
建
築
と
生
活
の
雰
囲
気
に
よ
り
（
写

真
６
）、
観
光
開
発
の
初
期
に
は
、
麗
江
の
民
宿
旅
館
は
全
国
に
先

駆
け
て
発
展
し
て
き
た
。
早
期
の
民
宿
旅
館
は
麗
江
の
魅
力
に
と
り

つ
か
れ
て
転
居
し
て
き
た
外
来
の
若
者
た
ち
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
て

い
た
の
で
、
ナ
シ
族
の
家
屋
の
特
色
を
保
存
す
べ
く
、
ま
た
古
城
の
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雰
囲
気
と
も
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
た
（
当
時
の

古
城
管
理
委
員
会
は
古
城
内
の
家
屋
の
修
復
に
厳
し
か
っ
た
）。
し

か
し
、
観
光
客
か
ら
の
防
音
効
果
や
衛
生
基
準
に
関
す
る
絶
え
間
な

い
改
善
要
求
と
激
し
い
同
業
競
争
を
受
け
て
、
二
〇
一
〇
年
以
降
に

修
築
し
た
旅
館
は
通
常
数
百
万
元
か
け
て
大
型
の
改
修
、
内
装
工
事

を
し
た
り
建
て
直
し
を
す
る
よ
う
に
な
る
。
筆
者
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
新
た
に
修
築
し
た
家
屋
は
一
般
に
部
屋
が
大
き
く
な
り
、
天
井

も
高
く
作
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
家
屋
で
は
外
側
の
木
造
構
造
部
分

は
外
観
を
と
ど
め
て
い
る
が
、
内
部
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
（
写
真
７
）。
こ
う
し
た
大
規
模
修
築
を
経
た
旅
館
は
そ
の

宿
泊
費
も
高
額
に
な
る
が
、
観
光
客
は
た
と
え
倍
額
の
費
用
を
支

払
っ
て
で
も
頑
丈
で
、
防
音
効
果
が
高
く
、
温
か
く
、
都
市
と
同
じ

よ
う
な
新
式
旅
館
に
宿
泊
し
よ
う
と
す
る
。
か
つ
て
古
城
の
素
朴
で

の
ん
び
り
と
し
た
雰
囲
気
が
気
に
入
っ
て
旅
館
を
開
業
し
た
り
、
店

舗
を
開
い
た
会
市
の
若
者
た
ち
は
、
古
城
の
雰
囲
気
の
変
化
と
上
昇

し
続
け
る
家
賃
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
よ
っ
て
、
次
々
と
麗
江
を
離
れ

始
め
た
。

　
麗
江
の
ホ
テ
ル
も
ハ
イ
エ
ン
ド

化
が
進
ん
だ
。
玉
龍
雪
山
の
ふ
も

と
に
あ
り
一
晩
五
百
ド
ル
を
最
低

料
金
と
す
る
五
つ
星
ホ
テ
ル
の

「
悦
榕
荘
」
は
、以
前
は
「
変
態
高

価
」
と
笑
わ
れ
て
い
た
が
、
二
〇

〇
六
年
に
開
業
し
て
か
ら
ず
っ
と

満
室
が
続
い
て
い
る
。
悦
榕
荘
の

成
功
は
、
世
界
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
高
級
ホ
テ
ル
を
刺
激
し
て
麗

江
で
の
開
業
を
促
し
、C

rowne 
Plaza

、Four Seasons H
otels

、

G
rand H

yatt

、H
otel Indigo

、

Pullm
an

、Am
an R

esorts Inter-

写真６　古城内の伝統的建築（2003年著者撮影）

写真７　古城内の新たな旅館（2015年著者撮影）
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na tional

な
ど
国
際
的
な
五
つ
星
ホ
テ
ル
が
古
城
内
あ
る
い
は
古
城

と
雪
山
の
間
に
あ
る
高
級
レ
ジ
ャ
ー
区
に
開
業
し
た
。
麗
江
は
、
国

際
的
な
有
名
ホ
テ
ル
が
雲
南
に
参
入
す
る
最
初
の
場
所
と
な
り
、
部

屋
の
価
格
も
省
都
で
あ
る
昆
明
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
（
写
真

８
・
９
）。
実
際
に
、麗
江
政
府
は
、麗
江
の
品
位
を
上
昇
さ
せ
る
た

め
に
、
今
後
麗
江
に
お
け
る
ホ
テ
ル
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
際
的

な
高
級
ブ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
み
と
す
る
こ
と
、
投
資
規
模
の
小
さ
い

ホ
テ
ル
は
考
慮
に
い
れ
な
い
と
い
う
方
針
を
二
〇
〇
八
年
ご
ろ
に
示

し
て
い
る
。
麗
江
の
地
元
資
本
は
、
も
は
や
こ
の

な
か
に
は
入
り
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

宿
泊
施
設
と
同
様
、「
バ
ー
通
り
」
に
も
資
本

の
激
し
い
競
争
が
起
こ
っ
た
。「
バ
ー
通
り
」
は

麗
江
北
部
の
入
り
口
か
ら
四
方
街
ま
で
の
西
河
に

沿
っ
た
両
側
の
、
全
長
三
百
メ
ー
ト
ル
程
度
の
細

い
道
筋
を
指
す
。
こ
の
エ
リ
ア
の
家
賃
は
、
二
〇

年
間
で
数
十
倍
に
膨
れ
上
が
り
、
さ
ら
に
増
え
た

ケ
ー
ス
す
ら
あ
る
。
毎
年
倍
々
に
増
し
て
い
く
家

賃
は
、
急
速
に
店
主
と
バ
ー
の
経
営
ス
タ
イ
ル
を

変
更
し
て
い
っ
た
。
バ
ー
通
り
の
併
合
戦
は
、
お

よ
そ
二
〇
〇
三
年
の
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
が
収
束
し
、
観
光

が
再
起
動
し
た
時
期
に
始
ま
っ
て
い
る
。
は
じ
め

に
、
現
地
の
人
々
が
経
営
す
る
利
潤
の
低
い
小
型

レ
ス
ト
ラ
ン
や
小
店
舗
が
撤
退
し
て
い
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
資
本
力
が

弱
い
小
さ
な
バ
ー
も
撤
退
を
迫
ら
れ
た
。

　
あ
る
ニ
ュ
ー
ス
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
七
年
に
ト
ン
パ
宮
の

前
に
あ
っ
た
五
つ
の
小
さ
な
店
は
、
最
初
の
話
し
合
い
で
は
毎
年
八

〇
万
元
で
又
貸
し
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
幾
度
か
の
争
奪

戦
の
結
果
、
五
年
間
一
五
〇
〇
万
元
で
最
終
的
に
契
約
成
立
と

な
っ
〉
18
〈

た
。
店
舗
の
家
賃
が
倍
々
に
膨
ら
め
ば
、
バ
ー
の
消
費
額
も
数

倍
、
十
数
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
そ
の
結
果
、
店
内
で
提
供
さ
れ
る

写真８　麗江の別荘式ホテル（2018年著者撮影）

写真９　ホテルのホール（2018年著者撮影）
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ア
ル
コ
ー
ル
や
飲
料
は
市
価
の
数
倍
、
数
十
倍
と
な
っ
た
。
麗
江
古

城
内
の
バ
ー
は
、
欧
米
か
ら
や
っ
て
き
た
観
光
客
に
西
洋
料
理
と

コ
ー
ヒ
ー
を
提
供
す
る
小
規
模
な
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
、
北
京
や
広
州

な
ど
大
都
市
の
バ
ー
と
比
べ
て
も
、
よ
り
羽
目
を
外
し
た
、「
自

己
」
を
忘
れ
る
「
別
の
場
所
」
へ
と
変
貌
し
た
。

㈢
　
観
光
に
関
す
る
紛
糾
の
続
発
と 

絶
え
ず
転
出
し
て
い
く
も
と
の
住
民
た
ち

　
先
述
の
よ
う
に
、
こ
の
十
数
年
の
間
に
古
城
内
の
家
屋
の
家
賃
は

数
十
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
。
牛
の
毛
が
牛
か
ら
生
え
る
よ
う
に
、
観

光
業
経
営
者
が
負
う
高
額
な
家
賃
は
最
終
的
に
は
観
光
客
に
転
化
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
。
一
部
の
店
主
た
ち
が
率
直
に
い
っ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
ん
な
に
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
家
賃
で
は
、
で
き
る
だ
け
商
品

を
高
く
販
売
し
、
偽
物
さ
え
も
売
る
以
外
方
法
が
な
い
。
収
入
を
増

や
す
た
め
に
多
く
の
旅
館
は
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
バ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
会

場
な
ど
と
関
係
を
取
り
結
び
、
客
を
紹
介
し
て
そ
の
消
費
か
ら
手
数

料
を
と
る
こ
と
が
発
生
し
て
い
る
。
同
時
に
、
激
し
い
競
争
を
勝
ち

抜
く
た
め
に
観
光
シ
ー
ズ
ン
に
は
高
い
宿
泊
費
を
設
定
し
、
シ
ー
ズ

ン
オ
フ
に
は
安
価
で
客
を
奪
い
合
う
状
況
に
あ
る
。
麗
江
で
は
、
頻

繁
に
観
光
客
と
店
主
の
紛
糾
が
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
雑
誌
上
で
暴
露
さ
れ
て
い
る
。
観
光
発
展
の
初
期
に

み
ら
れ
た
、
観
光
客
と
店
の
主
人
が
一
緒
に
旅
を
し
た
り
、
同
好
の

士
と
し
て
友
人
に
な
る
な
ど
の
現
象
は
も
は
や
な
く
な
っ
た
。
早
い

時
期
に
十
年
、
二
十
年
の
賃
貸
契
約
を
結
ん
だ
家
屋
の
家
主
は
、
そ

の
時
期
の
基
準
で
契
約
し
た
家
賃
の
金
額
に
不
満
を
持
ち
始
め
、

様
々
な
手
段
で
名
目
を
作
っ
て
は
家
賃
値
上
げ
を
要
求
す
る
事
例
さ

え
起
こ
っ
て
い
る
。
現
地
の
住
民
と
外
来
の
経
営
者
の
間
に
起
こ
る

問
題
も
ま
た
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
し
ば
し
ば
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
す
ま
す
騒
々
し
く
な
る
古
城
、
ま
す
ま
す
不
便
に
な
る
生
活
空

間
、
ま
す
ま
す
高
く
な
る
家
賃
と
い
っ
た
問
題
の
結
果
、
さ
ら
に
多

く
の
旧
来
の
住
民
が
古
城
に
あ
る
家
屋
を
貸
し
出
す
こ
と
と
な
っ

た
。
古
城
居
民
委
員
会
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
三
年
八
月
ま
で

に
、
観
光
の
中
心
的
区
域
で
あ
る
新
華
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
新
義
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
七
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
も
と
の
住
民
の
う
ち
で
転
出

し
た
割
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
八
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

八
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
り
、
そ
の
周
辺
地
区
で
あ
る
光
義
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
、
五
一
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
義
尚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
転
居
率
も

や
は
り
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
三
三
パ
ー
セ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
﹇
桂
榕 2016

﹈。
だ
が
、
戸
籍
を
古
城
に
残
し
た
ま

ま
実
際
に
は
転
出
し
て
し
ま
っ
て
い
る
住
民
も
少
な
く
な
い
こ
と
か

ら
考
え
る
と
、
旧
来
の
住
民
の
転
出
率
は
さ
ら
に
高
い
も
の
と
な
る

だ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
鑑
み
て
、
古
城
の
も
と
の
住
民
を
城
内
に
と
ど

ま
ら
せ
る
べ
く
、
麗
江
市
政
府
は
次
の
よ
う
な
優
遇
政
策
を
実
施
し

た
。
す
な
わ
ち
、
古
城
内
に
一
年
を
通
じ
て
居
住
す
る
旧
来
の
住
民

に
は
、
毎
月
一
人
当
た
り
一
〇
元
の
補
助
金
を
支
給
す
る
。
旧
来
の
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住
民
の
う
ち
一
年
の
収
入
が
二
万
元
以
下
で
あ
る
人
々
が
家
屋
の
改

修
を
希
望
す
る
場
合
、
商
業
経
営
に
転
じ
な
い
限
り
に
お
い
て
政
府

は
一
度
に
五
千
元
か
ら
二
万
元
の
補
助
金
を
支
給
す
る
。
住
ま
う
場

所
を
見
つ
け
る
の
が
難
し
い
住
民
に
は
優
先
的
に
公
営
住
居
あ
る
い

は
廉
価
な
部
屋
を
提
供
す
る
。
レ
イ
オ
フ
や
失
業
し
た
場
合
に
は
現

地
で
の
就
業
を
手
配
す
る
。
古
城
生
活
便
利
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
努
力
も
商
業
的
パ

ワ
ー
の
前
に
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
、
政
府
の
補
助
金
と
外
来
経
営

者
の
提
供
す
る
賃
料
は
ま
っ
た
く
同
レ
ベ
ル
で
論
じ
る
こ
と
が
で
き

な
い
水
準
に
あ
る
。

　
た
し
か
に
、
行
政
的
な
統
計
デ
ー
タ
に
お
い
て
は
、
麗
江
の
観
光

客
は
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
。
し
か
し
、
古
城
の
経
営
者
た
ち
は

異
口
同
音
に
、
二
〇
一
三
年
、
二
〇
一
四
年
が
麗
江
観
光
の
ピ
ー
ク

で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
二
〇
一
五
年
に
な
っ
て
観
光
客
が
減
少
し
始

め
た
。
天
井
を
知
ら
な
い
家
賃
の
高
騰
、
減
り
始
め
た
観
光
客
と
い

う
状
況
は
、
麗
江
の
商
売
人
た
ち
を
ま
す
ま
す
不
安
に
し
、
観
光
関

連
の
紛
糾
が
続
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
五
年
と
二
〇
一
六

年
に
は
、
一
向
に
下
が
ら
な
い
苦
情
の
告
訴
率
、
た
び
た
び
暴
露
さ

れ
た
観
光
に
つ
い
て
の
安
全
問
題
、
も
と
の
住
民
と
外
来
経
営
者
と

の
紛
糾
や
も
め
ご
と
と
い
っ
た
問
題
か
ら
、
麗
江
は
二
年
連
続
し
て

国
家
観
光
局
か
ら
イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
の
宣
告
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。
麗
江
の
観
光
業
と
観
光
イ
メ
ー
ジ
に
極
め
て
大
き
な
危
機
が
訪

れ
始
め
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。

六
　「
柔
ら
か
な
光
陰
、麗
江
の
レ
ジ
ャ
ー
」文
化
と 

旅
が
融
合
し
た
新
た
な
イ
メ
ー
ジ

　
観
光
業
が
主
要
な
産
業
で
あ
る
麗
江
に
と
っ
て
、
観
光
客
に
よ
る

評
判
と
国
家
観
光
局
の
評
価
は
非
常
に
大
き
な
重
要
性
を
も
つ
。

「
知
名
度
の
急
上
昇
、
評
判
の
急
降
下
」
と
い
う
状
況
に
直
面
し

て
、
麗
江
政
府
は
二
〇
一
五
年
後
半
か
ら
二
つ
の
方
向
の
施
策
を

と
っ
た
。
一
方
で
旅
館
や
商
店
の
サ
ー
ビ
ス
態
度
や
偽
物
の
商
品
問

題
な
ど
へ
の
管
理
を
強
化
し
た
。
他
方
で
、「
異
性
と
の
出
会
い
」

や
「
夜
這
い
」（
妻
問
婚
）
な
ど
の
奇
抜
な
宣
伝
ス
タ
イ
ル
を
正
し

て
い
っ
た
。
麗
江
政
府
は
再
び
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
作
り
の
主
導

者
と
な
り
、
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
上
昇
、
転
換
を
図
っ
て
い
っ

た
。
こ
の
転
換
が
図
ら
れ
た
初
期
に
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
宣
伝
資

料
の
な
か
で
頻
繁
に
「
観
光
プ
ラ
ス
」
と
い
う
用
語
が
使
用
さ
れ
た

が
、
こ
こ
に
は
政
府
が
ハ
イ
エ
ン
ド
化
、
人
工
知
能
化
、
健
康
化
、

生
態
化
さ
れ
た
観
光
レ
ジ
ャ
ー
の
場
所
と
し
た
い
強
い
願
望
が
秘
め

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
二
年
ほ
ど
の
状
況
を
見
る
と
、「
柔
ら
か
な
光

陰
、
麗
江
の
レ
ジ
ャ
ー
」「
文
化
と
旅
の
麗
江
」
と
い
っ
た
も
の
が

麗
江
の
新
た
な
観
光
イ
メ
ー
ジ
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
麗
江
は
、
三
つ
の
「
世
界
遺
産
」
を
有
す
る
だ
け
で
な
く
、
雲
貴

高
原
と
長
江
の
上
流
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
清
浄
な
空
気
、
良
質

な
水
資
源
が
あ
り
、
か
つ
、
夏
は
涼
し
く
爽
や
か
で
あ
り
、
冬
も
極
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度
に
寒
く
な
る
こ
と
は
な
い
地
と
な
っ
て
い
る
。
深
刻
な
ス
モ
ッ
グ

な
ど
環
境
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
北
京
や
上
海
の
大
都
市
住
民
か
ら
み

れ
ば
、
間
違
い
な
く
大
き
な
魅
力
を
も
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
二
〇

〇
三
年
に
そ
れ
ま
で
の
行
政
区
か
ら
地
級
市
に
改
編
さ
れ
て
以
降
、

麗
江
政
府
は
麗
江
観
光
が
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
転
換
す
る
」
必
要
が

あ
る
こ
と
を
提
唱
し
続
け
て
き
た
。
そ
こ
で
は
麗
江
観
光
の
品
位
を

高
め
て
、
観
光
客
が
麗
江
に
滞
在
す
る
時
間
を
延
ば
し
、
大
衆
観
光

か
ら
休
暇
を
過
ご
す
リ
ゾ
ー
ト
地
へ
と
転
換
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ

た
。
し
か
し
、
経
済
規
模
や
発
展
の
程
度
な
ど
が
中
国
東
部
の
都
市

と
全
く
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
状
況
の
な
か
で
、
一
貫
し
て
不
足
し

て
い
た
も
の
は
大
規
模
な
投
資
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
中
国
最
大

の
オ
ン
ラ
イ
ン
観
光
サ
ー
ビ
ス
会
社
「
携
程
旅
遊
」
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
二
〇
一
一
年
か
ら
連
続
し
て
何
年
か
の
間
、
麗
江
は
つ
ね
に
国

内
の
フ
リ
ー
プ
ラ
ン
旅
行
で
最
も
人
気
が
あ
り
、
平
均
消
費
額
が
最

も
高
い
都
市
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
政
府
の
統
計
デ
ー
タ
で
も
、
こ
の

二
〇
年
あ
ま
り
の
麗
江
の
観
光
収
入
は
飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い

る
（
図
３
）。
二
〇
一
五
年
以
降
、
立
て
続
け
に
大
型
の
投
資
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
麗
江
観
光
業
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
こ
の

二
、三
年
は
、
人
民
元
で
億
単
位
の
投
資
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
少
な
く

な
い
。
麗
江
は
「
小
資
」
の
天
国
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
資
本
も

こ
ぞ
っ
て
押
し
寄
せ
る
投
資
対
象
の
地
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
て
麗
江
は
ず
っ
と
目
指
し
て
い
た
「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
方
向
を
転

換
す
る
」
に
足
る
投
資
を
手
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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図３　2000年から2019年までの麗江観光業の総合収入

出所：麗江市観光局提供の資料から筆者作成。
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麗
江
古
城
で
起
業
し
、
全
国
の
主
要
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
一
九
店
舗

の
旅
館
チ
ェ
ー
ン
店
を
持
つ
に
至
っ
た
「
花
間
堂
」
の
持
ち
株
が
、

二
〇
一
七
年
か
ら
二
〇
一
八
年
に
か
け
て
二
度
に
わ
た
っ
て
外
来
の

大
き
な
資
本
に
買
わ
れ
た
。
花
間
堂
は
、
中
国
国
内
で
最
初
に
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
（
創
業
者
は
ホ
テ
ル
管
理
専
攻
を
卒
業
し
た
若
者

で
あ
る
）
に
よ
る
高
級
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
旅
館
路
線
を
打
ち
出
し
、
ホ

テ
ル
形
式
の
快
適
な
滞
在
環
境
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
土
地

ご
と
の
特
色
に
な
じ
み
、
民
居
の
も
つ
あ
た
た
か
な
雰
囲
気
を
維
持

す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
創
業
か
ら
十
年
あ
ま
り

の
間
、
中
国
国
内
の
旅
館
業
界
の
先
導
者
と
な
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
展
開
が
急
速
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
短
期
の
資
金

の
回
転
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
か
ら
大
資
本
の
「
カ
モ
」
と

な
っ
〉
19
〈
た
。
同
じ
時
期
に
、
古
城
内
の
比
較
的
大
き
い
そ
の
ほ
か
の
旅

館
も
ま
た
巨
大
資
本
の
買
収
の
も
と
で
の
「
改
造
」
や
「
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
」
を
迫
ら
れ
た
。

　
二
〇
一
七
年
に
は
、
数
億
元
が
投
資
さ
れ
三
万
平
米
の
大
き
さ
を

誇
る
、
伝
統
工
芸
や
特
色
あ
る
美
食
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ラ
イ
ブ
の

歌
や
踊
り
が
一
体
化
し
た
テ
ー
マ
モ
ー
ル
「
大
研
花
巷
」
が
古
城
北

部
の
入
り
口
付
近
に
開
業
し
た
。
不
動
産
権
利
の
問
題
な
ど
か
ら
、

こ
う
し
た
大
型
の
食
事
、
体
験
、
購
買
、
娯
楽
な
ど
が
一
体
化
し
た

施
設
は
、
古
城
内
で
は
こ
れ
が
初
と
な
っ
た
。
麗
江
観
光
業
の
最
初

期
の
参
入
者
で
あ
り
、
麗
江
唯
一
の
上
場
企
業
で
あ
る
「
麗
江
旅

遊
」（
そ
の
前
身
は
麗
江
観
光
へ
の
最
古
参
で
あ
る
麗
江
玉
龍
雪
山

図４　古城周辺地図

古城と雪山の間の東西南北約２キロの範囲には大型のリゾート施設、別荘が広がっている。 
出所：「捜狗」地図（2019年９月１日閲覧）をもとに筆者整理。
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旅
遊
索
道
有
限
公
司
で
あ
る
）
で
す
ら
外
来
の
巨
大
資
本
に
株
式
を

握
ら
れ
る
困
難
な
状
況
に
直
面
し
て
い
〉
20
〈

た
。

　
観
光
に
関
す
る
不
動
産
業
は
外
来
投
資
の
も
っ
と
も
活
発
な
領
域

で
あ
る
（
図
４
）。
全
国
規
模
の
大
手
不
動
産
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
、
数

百
億
元
規
模
の
資
金
が
麗
江
に
参
入
し
て
い
る
。
別
荘
、
ホ
テ
ル
、

ホ
テ
ル
ス
タ
イ
ル
の
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
広
告
が
古
城
か
ら
玉
龍
雪

山
ま
で
の
観
光
沿
線
に
く
ま
な
く
立
て
ら
れ
、
交
通
便
利
な
古
城
と

雪
山
の
間
の
農
地
、
景
色
の
良
い
雪
山
の
ふ
も
と
や
湖
周
辺
の
大
き

な
区
画
の
土
地
は
、
数
十
億
元
規
模
の
投
資
を
し
た
数
多
く
の
不
動

産
会
社
と
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

盛
況
ぶ
り
は
尋
常
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
顧
客
は
麗
江
の
人
々
で
は
な
く
、
全
国
の
財
産
と
時
間
と
に
恵
ま

れ
た
「
小
資
」
た
ち
や
「
大
資
」
た
ち
で
あ
る
。
例
え
ば
、
こ
う
し

た
不
動
産
会
社
の
ひ
と
つ
は
、
以
下
の
よ
う
な
広
告
を
打
っ
て
い

る
。「
麗
江
の
復
華
リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
は
、
高
貴
な
方
（
Ｖ
Ｉ

Ｐ
）
の
み
を
お
迎
え
い
た
し
ま
す
」、「
玉
龍
雪
山
の
ふ
も
と
に
あ
る

リ
ゾ
ー
ト
ワ
ー
ル
ド
は
、
偉
大
な
人
物
だ
け
の

秘
密
で
す
〉
21
〈

」。
こ
れ
ら
一
平
米
あ
た
り
二
〜
三

万
元
の
販
売
額
で
あ
る
別
荘
と
、
さ
ほ
ど
遠
く

な
い
場
所
に
あ
る
一
平
米
あ
た
り
四
千
元
程
度

の
麗
江
の
人
々
の
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
は
っ
き
り

と
し
た
景
観
上
の
対
比
を
な
し
て
い
る
（
写
真

10
・
11
）。

　
新
聞
報
道
に
よ
れ
〉
22
〈

ば
、
二
〇
二
〇
年
八
月
に

麗
江
市
文
旅
局
は
、
今
後
三
年
間
で
麗
江
は
ミ

ド
ル
、
ハ
イ
エ
ン
ド
市
場
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し

て
、
大
滇
西
観
光
環
状
線
上
に
、
豪
華
な
ブ
ラ

ン
ド
か
ら
成
り
、
景
観
と
一
体
化
さ
れ
、
観
光

ル
ー
ト
に
沿
っ
た
特
色
あ
る
テ
ー
マ
型
の
様
々

な
建
築
形
態
の
ホ
テ
ル
を
百
軒
あ
ま
り
展
開
す

る
こ
と
を
宣
言
し
〉
23
〈

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

写真10　完成したリゾート別荘（2018年8月筆者撮影）

写真11　建設中のリゾート別荘（2018年８月筆者撮影）
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禍
が
突
如
と
し
て
十
年
近
く
続
い
た
海
外
へ
の
観
光
ブ
ー
ム
を
断
ち

切
る
な
か
で
、
こ
の
高
い
消
費
能
力
を
も
つ
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
国
内
観

光
投
資
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
麗
江
の
観
光
業
へ
投
資

さ
れ
る
資
本
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の

C
lub M

e

グ
ル
ー
プ
、
イ
ギ
リ
ス
のT

hom
as C

ook

グ
ル
ー
プ
な

ど
国
際
的
な
著
名
観
光
企
業
を
相
次
い
で
買
い
取
っ
た
復
星
国
際
グ

ル
ー
プ
は
、
二
〇
二
一
年
九
月
に
「
復
遊
城
・
麗
江
地
中
海
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
リ
ゾ
ー
ト
エ
リ
ア
」
を
開
業
し
て
い
る
が
、
こ
の

施
設
の
面
積
は
約
八
六
・
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、
投
資
額
は
数
百
億

元
に
も
の
ぼ
る
。
国
内
観
光
リ
ゾ
ー
ト
施
設
の
う
ち
で
も
と
び
ぬ
け

て
高
額
消
費
に
属
す
る
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う

に
麗
江
で
も
ス
ー
パ
ー
ハ
イ
エ
ン
ド
の
客
層
を
顧
客
と
し
て
想
定
し

て
お
り
、「
全
く
新
し
い
「
リ
ゾ
ー
ト
＋
交
友
＋
仕
事
」
三
位
一
体

の
斬
新
な
生
活
ス
タ
イ
ル
を
、
心
を
尽
く
し
て
観
光
客
に
提
供
し
ま

す
。
お
客
様
の
ご
家
庭
に
優
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
と
リ
ゾ
ー

ト
生
活
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
友
人
た
ち
や
事
業
の
パ
ー
ト

ナ
ー
に
も
社
交
と
仕
事
の
場
所
を
誠
心
誠
意
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
す
〉
24
〈

る
。
二
〇
二
〇
年
四
月
に
は
、
中
国
国
内
で
創
発
的
な

成
功
を
収
め
た
、「
観
光
＋
不
動
産
」
モ
デ
ル
で
知
ら
れ
る
華
僑
城

も
、
麗
江
中
済
海
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
動
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

「「
心
身
の
ケ
ア
、文
化
、観
光
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

宿
泊
」
が
一
体
化
し
た
全
領
域
を
カ
バ
ー
す
る
観
光
商
品
で
あ
り
、

百
億
元
以
上
を
投
資
す
る
予
定
で
あ
る
」
こ
と
を
謳
っ
て
い
〉
25
〈

る
。

　
そ
う
は
い
っ
て
も
、
一
日
の
観
光
客
流
動
量
が
数
万
か
ら
数
十
万

単
位
の
古
城
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
以
降
の
観
光

客
数
は
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
、
商
店
の
多
く
も
閑
古
鳥
が
鳴
い
て

い
る
。
古
城
内
の
数
千
軒
に
の
ぼ
る
旅
館
と
商
店
は
、
ま
さ
に
ブ
ラ

ン
ド
の
洗
練
化
と
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の
改
造
の
正
念
場
に
立
た

さ
れ
て
い
る
。

七
　
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
変
遷
に
つ
い
て
の 

分
析
と
考
察

　
古
城
を
頼
り
と
し
た
麗
江
の
観
光
業
は
、
こ
の
二
〇
年
あ
ま
り
で

飛
躍
的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
。「
地
域
の
歴
史
文
化
と
少
数
民
族

の
民
俗
風
情
を
集
中
的
に
体
現
し
て
い
る
古
城
」
は
、
世
界
文
化
遺

産
と
な
り
、
麗
江
の
知
名
度
を
大
い
に
高
め
、
麗
江
の
ブ
ラ
ン
ド
価

値
を
上
げ
、
麗
江
の
観
光
業
に
大
き
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
。
し
か

し
、「
文
化
が
舞
台
を
整
え
、
観
光
が
主
役
に
な
る
」
と
い
っ
た
経

済
発
展
を
直
接
の
指
標
と
す
る
観
光
開
発
の
方
針
の
も
と
、
三
・
八

平
方
キ
ロ
の
大
研
古
城
中
で
も
は
や
普
通
に
生
活
を
す
る
も
と
住
民

の
家
庭
は
ほ
と
ん
ど
探
し
当
て
る
こ
と
が
で
き
ず
、
古
城
の
空
間
構

造
と
文
化
的
な
雰
囲
気
に
は
極
め
て
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
し
ま
っ

た
﹇
山
村
ほ
か
編 2007; 

藤
木
ほ
か 2020

﹈。

　
国
家
が
大
々
的
に
提
唱
し
た
発
展
の
手
段
と
し
て
の
観
光
業
が
、

何
よ
り
も
重
視
し
た
の
は
経
済
だ
っ
た
。
観
光
開
発
を
主
導
す
る
の
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は
政
府
と
企
業
で
あ
り
、
現
地
の
住
民
に
は
発
言
権
が
な
い
。
行
政

機
関
の
人
々
が
関
心
を
払
う
も
の
は
そ
の
政
績
に
直
結
す
る
観
光
客

の
人
数
や
観
光
収
入
と
い
っ
た
指
標
で
あ
っ
て
、
企
業
は
も
ち
ろ
ん

利
潤
の
増
加
を
第
一
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
現
地
住
民
の
生
活
や

ナ
シ
族
の
文
化
、
場
合
に
よ
っ
て
は
麗
江
の
観
光
業
の
立
役
者
と
も

い
う
べ
き
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
の
麗
江
古
城
そ
の
も
の
に
す
ら
ほ

と
ん
ど
十
分
な
関
心
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
古
城
を
保
護
す
る

た
め
の
数
々
の
施
策
、
例
え
ば
基
礎
イ
ン
フ
ラ
や
景
観
の
改
善
で
あ

れ
、
特
色
あ
る
文
化
の
保
護
発
展
や
旧
来
の
住
民
の
転
居
防
止
な
ど

様
々
な
措
置
は
、
そ
の
本
来
の
目
的
は
い
う
ま
で
も
な
く
観
光
客
を

引
き
寄
せ
、
観
光
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
政

府
の
保
護
、
管
理
の
も
と
で
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
麗
江
大
研
古
城

は
絶
え
ず
変
貌
・
変
質
し
、
政
府
が
い
か
に
引
き
留
め
よ
う
と
も
古

城
の
旧
来
の
住
民
た
ち
は
留
ま
ら
ず
に
転
出
し
て
し
ま
う
と
い
う
現

実
は
理
解
で
き
な
い
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、「
文
化
が
舞
台
を

整
え
、
観
光
が
主
役
に
な
る
」
方
針
の
必
然
的
な
帰
結
で
あ
る
、
と

す
ら
言
い
得
る
の
で
あ
る
。

　
二
〇
〇
七
年
に
中
央
調
研
組
が
全
国
の
視
察
を
お
こ
な
い
、
一
八

の
都
市
を
改
革
開
放
の
典
型
的
な
成
功
例
と
し
て
選
ん
だ
が
、
麗
江

も
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
理
由

は
、「
当
該
地
域
の
優
れ
た
特
色
を
リ
ソ
ー
ス
と
し
て
、
大
規
模
か

つ
強
力
で
精
緻
な
観
光
産
業
を
打
ち
立
て
、
観
光
業
に
よ
っ
て
経
済

社
会
の
発
展
を
実
現
し
、
無
名
の
西
南
辺
境
の
小
さ
な
町
か
ら
豊
か

で
繁
栄
し
た
文
明
的
で
調
和
の
と
れ
た
観
光
文
化
都
市
と
な
る
こ
と

に
成
功
し
た
」﹇
中
国
特
色
発
展
之
路
課
題
調
研
組 2008

﹈
た
め
で

あ
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
同
じ
そ
の
年
に
、
世
界
遺
産
委
員
会
は
麗
江
に

イ
エ
ロ
ー
カ
ー
ド
を
発
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
「
商
業
化

が
古
城
の
文
化
環
境
を
破
壊
し
、
旧
来
の
住
民
た
ち
が
続
々
と
転
居

し
て
い
る
」
こ
と
な
ど
で
あ
っ
た
。
同
じ
時
期
に
、
麗
江
古
城
の
現

状
に
対
し
て
全
く
正
反
対
の
評
価
が
下
さ
れ
る
、
こ
の
こ
と
は
両
者

の
判
断
基
準
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　
本
論
で
の
分
析
を
通
じ
て
、
筆
者
は
麗
江
の
観
光
イ
メ
ー
ジ
の
急

激
な
変
遷
の
背
後
に
は
、
こ
の
二
〇
年
あ
ま
り
の
あ
い
だ
に
麗
江
を

消
費
す
る
集
団
（
こ
こ
に
は
様
々
な
ル
ー
ト
を
通
じ
て
利
益
を
得
る

観
光
業
従
事
者
や
観
光
活
動
を
通
じ
て
麗
江
を
消
費
す
る
観
光
客
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
る
）
に
、
幾
度
か
の
根
本
的
な
変
化
が
生
じ
た
こ

と
が
あ
る
、
と
考
え
る
。
そ
の
深
層
的
な
原
因
は
、
急
速
に
発
展
し

た
観
光
業
の
巨
大
な
利
益
が
さ
ら
に
大
き
く
、
か
つ
、
よ
り
影
響
が

深
刻
な
経
済
資
本
、
文
化
資
本
を
引
き
寄
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
あ

る
。
こ
れ
ら
の
資
本
は
、
主
に
中
国
の
東
部
沿
岸
部
の
経
済
的
に
発

展
し
た
地
域
に
由
来
し
て
お
り
、
そ
の
主
体
は
都
市
に
勃
興
し
た
富

裕
層
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
代
表
す
る
も
の
は
、
ナ
シ
族
の
伝
統
的
な

文
化
と
は
極
め
て
異
な
っ
た
、
影
響
力
が
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
つ
つ

あ
る
現
代
の
消
費
文
化
で
あ
る
。

　
観
光
業
が
立
ち
始
ま
っ
た
最
初
の
こ
ろ
、
現
地
政
府
の
宣
伝
文
句

は
第
三
節
で
指
摘
し
た
よ
う
に
「
世
界
文
化
遺
産
」「
東
方
の
ヴ
ェ
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ニ
ス
」「
家
々
に
は
水
が
流
れ
、
柳
が
そ
の
枝
を
垂
れ
る
」
な
ど
、

麗
江
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
観
光
客
の
文
化
（
主
流
社
会
で
あ
る
漢
民
族

の
文
化
と
、
当
時
一
定
の
割
合
を
占
め
て
い
た
欧
米
観
光
客
の
文

化
）
に
迎
合
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
に
は
、
古
城
の
住
民

た
ち
は
古
く
か
ら
こ
こ
に
暮
ら
し
て
き
た
人
々
が
大
多
数
を
占
め
、

観
光
の
宣
伝
も
ま
た
ナ
シ
族
文
化
の
な
か
か
ら
観
光
客
に
受
け
入
れ

ら
れ
や
す
い
部
分
を
選
択
、
強
調
し
て
い
た
。

　
麗
江
の
観
光
業
が
そ
の
歩
み
を
始
め
て
か
ら
、
古
城
の
古
風
純
朴

で
静
謐
な
雰
囲
気
と
ゆ
っ
く
り
と
し
た
生
活
リ
ズ
ム
が
、
旅
行
を
趣

味
と
す
る
人
々
、
生
活
の
味
わ
い
を
求
め
る
都
会
の
「
小
資
」
た
ち

を
惹
き
つ
け
た
。
か
れ
ら
は
古
城
に
転
居
し
て
き
て
、
店
舗
を
経
営

し
な
が
ら
古
城
の
生
活
を
楽
し
ん
で
い
た
。
静
謐
で
の
ん
び
り
し
た

古
城
に
、
若
さ
、
オ
シ
ャ
レ
さ
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
多
く

の
小
資
た
ち
を
惹
き
つ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
雑
誌
、
観
光
関
連
書

籍
、
テ
レ
ビ
作
品
の
影
響
の
も
と
、
古
城
は
「
小
資
の
天
国
」
へ
と

変
貌
し
た
。
突
き
詰
め
て
い
え
ば
、「
小
資
」
た
ち
は
、
経
済
生
活

レ
ベ
ル
が
向
上
し
た
の
ち
の
、
生
活
の
質
と
文
化
的
品
位
と
の
両
方

を
追
い
求
め
た
様
子
を
体
現
し
て
い
た
。
し
か
し
、「
小
資
」
た
ち

が
一
定
の
割
合
に
達
し
て
、「
小
資
的
ム
ー
ド
」
を
多
く
の
若
者
た

ち
が
理
想
と
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
企
業
は
こ
れ
を
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
見
な
し
意
識
的
に
そ
の
勢
い
を
助
長
〉
26
〈

し
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ

れ
創
造
さ
れ
た
小
資
文
化
が
流
行
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
消
費
の
新
た

な
潮
流
を
導
い
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
麗
江
で
は
、
こ
の
潮
流
が

経
済
利
益
追
求
の
も
と
で
、
観
光
客
の
消
費
価
値
の
追
求
の
な
か
で

絶
え
ず
世
俗
化
し
、「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」
イ
メ
ー
ジ
の
形
成

を
促
進
し
た
。

　
「
中
国
の
最
新
の
社
会
情
勢
観
察
者
に
し
て
、
中
国
で
最
も
洗
練

さ
れ
た
生
活
ス
タ
イ
ル
の
研
究
家
」
を
自
称
す
る
雑
誌
『
新
週
刊
』

の
一
連
の
文
章
や
特
集
、
観
光
関
連
書
籍
の
新
た
な
ブ
ー
ム
を
起
こ

し
た
『
麗
江
の
柔
ら
か
な
光
陰
』
や
一
時
期
大
流
行
し
た
ア
イ
ド
ル

ド
ラ
マ
『
一
メ
ー
ト
ル
の
陽
光
』
な
ど
を
代
表
例
と
す
る
様
々
な
新

メ
デ
ィ
ア
は
、
古
城
の
「
小
資
天
国
」
イ
メ
ー
ジ
を
創
造
し
て
い
っ

た
だ
け
で
な
く
、
そ
の
煽
情
的
で
曖
昧
な
言
語
と
見
え
隠
れ
す
る
色

情
的
な
表
現
で
も
っ
て
古
城
の
「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」
イ
メ
ー

ジ
の
形
成
も
促
し
た
。「
世
界
文
化
遺
産
」
や
「
国
家
歴
史
文
化
名

城
」
な
ど
の
ラ
ベ
ル
は
エ
レ
ガ
ン
ト
す
ぎ
る
よ
う
で
、
す
で
に
極
め

て
娯
楽
化
、
消
費
化
さ
れ
た
観
光
業
に
適
応
し
な
く
な
っ
た
。

　
そ
の
結
果
、
多
く
の
観
光
客
を
呼
び
込
み
、
利
益
拡
大
を
起
こ
す

た
め
に
、
メ
デ
ィ
ア
や
ビ
ジ
ネ
ス
畑
の
人
々
は
、「
出
会
い
」
文
化

を
暗
黙
裡
の
う
ち
に
熱
心
に
押
し
広
め
、「
異
性
と
の
出
会
い
」
の

雰
囲
気
に
染
め
上
げ
、「
出
会
い
」
の
行
為
を
美
化
し
て
い
っ
た
。

更
な
る
観
光
客
の
誘
致
と
観
光
収
入
の
増
大
を
目
指
す
こ
と
が
現
地

政
府
の
重
要
な
仕
事
で
あ
っ
た
た
め
に
、
行
政
側
も
ナ
シ
族
の
文
化

が
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
包
容
性
を
理
由
と
し
て
、
麗
江
の
「
異
性

と
の
出
会
い
」
と
い
う
レ
ッ
テ
ル
に
対
し
て
声
高
に
提
唱
す
る
こ
と

も
な
か
っ
た
が
、
反
対
も
し
な
か
っ
〉
27
〈

た
。
こ
う
し
て
、
各
方
面
が
力
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を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
麗
江
は
一
部
の
都
会
の
小
資
や
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
た
ち
が
ス
ト
レ
ス
フ
ル
な
都
会
生
活
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
精
神

的
な
慰
め
を
得
た
り
身
体
を
解
き
放
っ
た
り
す
る
桃
源
郷
へ
と
化
し

た
。
異
常
な
熱
気
に
あ
ふ
れ
た
バ
ー
に
は
、「
粗
野
、
低
俗
、
下

品
」
と
概
括
さ
れ
る
よ
う
な
「
麗
江
新
三
俗
」
文
化
が
誕
生
し
〉
28
〈

た
。

　
ア
メ
リ
カ
の
文
化
批
評
家
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
フ
ァ
ッ
セ
ル
の
「
俗

悪
」
に
つ
い
て
の
解
釈
を
参
照
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
に
現
れ
た

「
麗
江
新
三
俗
」
文
化
は
ま
さ
に
か
れ
の
定
義
に
合
致
す
る
。
か
れ

は
、「
俗
悪
と
は
、
本
来
醜
悪
な
も
の
を
優
雅
で
精
緻
、
玩
味
す
る

に
値
し
、
価
値
が
あ
り
、
流
行
に
合
致
し
て
い
る
よ
う
に
装
う
こ
と

で
あ
る
」
と
す
る
﹇
保
羅
・
福
塞
爾 2000: 1
﹈。
麗
江
の
学
者
は
、

麗
江
が
「
愛
に
殉
じ
る
都
」
か
ら
「
愛
情
の
都
」、
さ
ら
に
は
「
異

性
と
の
出
会
い
の
都
」
へ
と
変
換
さ
れ
て
い
っ
た
の
は
、
ロ
ー
カ
ル

な
文
化
が
絶
え
ず
脱
構
築
さ
れ
、
加
え
て
商
業
的
な
セ
ー
ル
ス
ト
ー

ク
の
手
段
化
さ
れ
、
ラ
ベ
リ
ン
グ
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
み
な
し
て

い
る
。
こ
の
脱
構
築
と
再
構
築
の
力
学
が
働
く
過
程
を
詳
細
に
分
析

し
て
い
く
と
、
そ
こ
に
は
赤
裸
々
に
し
て
直
接
的
な
経
済
利
益
へ
の

指
向
性
が
あ
り
、
そ
し
て
、
現
地
の
伝
統
文
化
と
現
地
居
住
者
と
に

は
ま
っ
た
く
席
が
な
い
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
「
文
化
観
光
の
麗
江
」
時
期
に
な
る
と
、
全
国
各
地
か
ら
膨
大
な

資
本
が
麗
江
に
流
入
し
、
古
城
と
玉
龍
雪
山
の
間
に
広
が
る
、
交
通

の
便
が
良
く
、
景
観
が
良
い
地
域
は
高
額
な
観
光
不
動
産
業
と
い
わ

ゆ
る
「
ハ
イ
エ
ン
ド
観
光
リ
ゾ
ー
ト
地
」
に
よ
っ
て
分
割
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
歴
史
的
に
神
聖
な
土
地
と
し
て
崇
拝
さ
れ
て
い
た
水
源
地

で
す
ら
こ
の
高
級
リ
ゾ
ー
ト
開
発
の
な
か
に
含
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
麗
江
は
小
資
の
天
国
だ
け
で
な
く
、「
大
資
本
」
た
ち
も
ま
た

麗
江
で
土
地
を
囲
い
込
み
、
部
屋
の
売
買
を
お
こ
な
い
、
リ
ゾ
ー
ト

を
満
喫
し
、
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
麗
江
古
城
は

だ
ん
だ
ん
と
、
観
光
客
を
満
足
さ
せ
る
外
来
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
に

よ
る
「
三
里
屯
式
商
業
帝
国
」
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
〉
29
〈

る
。
こ
う
な
っ

て
し
ま
う
と
、
現
地
の
人
々
や
現
地
の
文
化
か
ら
は
ま
す
ま
す
乖
離

し
て
い
く
。

　
も
ち
ろ
ん
、
麗
江
古
城
だ
け
で
な
く
、
麗
江
政
府
が
ず
っ
と
開
発

し
た
か
っ
た
古
城
と
雪
山
の
間
の
ハ
イ
エ
ン
ド
リ
ゾ
ー
ト
地
区
も
外

来
資
本
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
、消
費
さ
れ
、名
実
と
も
に
「
観
光
の
飛

び
地
」
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
有
名
な
ス
タ
ー
で
あ
る
李
亜
鵬
が
二

〇
一
二
年
か
ら
投
資
し
た
「
麗
江
雪
山
芸
術
小
鎮
」
の
開
発
を
は
じ

め
、
麗
江
の
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
エ
ン
ド
な
別
荘
は
十
分
な
マ
ー
ケ
ッ
ト

が
得
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
っ
て
、
す
で
に
建
設
さ
れ
た
別
荘
は
基
本

的
に
空
き
室
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
。
多
く
の
麗
江
の
人
々
は
、
な

ぜ
先
に
建
て
た
別
荘
が
ま
だ
売
れ
て
い
な
い
状
態
な
の
に
さ
ら
に
多

く
の
観
光
不
動
産
業
が
投
資
を
続
け
る
の
か
理
解
で
き
な
い
と
い
う
。

　
そ
れ
が
外
来
資
本
で
あ
ろ
う
と
、
外
か
ら
や
っ
て
く
る
観
光
客
で

あ
ろ
う
と
、
麗
江
の
現
地
経
済
や
麗
江
の
人
々
と
実
際
に
は
繋
が
っ

て
い
な
い
の
は
問
題
で
あ
る
。
観
光
業
に
よ
る
収
入
は
麗
江
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
半
分
以
上
を
占
め
、
こ
の
観
光
業
を
除
く
と
、
麗
江
に
は
大
き
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な
実
体
産
業
が
存
在
し
な
い
。
麗
江
の
若
者
た
ち
は
、
い
わ
ゆ
る
事

業
機
関
の
政
府
役
所
な
ど
に
入
る
以
外
に
は
、
収
入
の
低
い
ホ
テ

ル
、
旅
行
社
、
不
動
産
会
社
に
就
職
す
る
ほ
か
な
く
、
こ
う
し
た
仕

事
は
流
動
性
が
高
く
、
ま
た
安
定
も
し
な
い
。
こ
の
数
年
間
、
観
光

収
入
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
麗
江
の
人
々
の
収
入
が
伸
び
る
と
い
う

こ
と
は
な
い
が
、
麗
江
の
消
費
レ
ベ
ル
は
常
に
上
昇
し
続
け
、
省
都

で
あ
る
昆
明
よ
り
も
高
い
物
価
が
麗
江
の
人
々
に
重
く
の
し
か
か
っ

て
い
る
。
麗
江
の
人
々
の
ほ
こ
り
舞
う
生
活
地
区
と
、
高
級
、
豪
華

で
こ
の
上
な
く
煌
び
や
か
な
ハ
イ
エ
ン
ド
観
光
リ
ゾ
ー
ト
別
荘
エ
リ

ア
と
は
、
ま
っ
た
く
の
別
世
界
な
の
で
あ
る
。

　
「
小
資
の
天
国
」
や
「
異
性
と
の
出
会
い
の
都
」
が
麗
江
の
代
名

詞
と
な
り
、
こ
の
こ
と
は
主
流
社
会
の
現
代
的
な
消
費
文
化
が
古
城

を
占
領
し
、
古
城
の
ナ
シ
族
文
化
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
、
と
み
る
こ

と
も
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
今
日
、
多
く
の
麗
江
の
人
々
が
古
城

に
行
き
た
が
ら
ず
、
古
城
に
対
し
て
不
案
内
な
感
覚
を
も
っ
て
い
る

こ
と
は
そ
の
一
つ
の
証
左
で
あ
ろ
う
。「
異
性
と
の
出
会
い
は
外
か

ら
来
た
人
た
ち
が
書
き
だ
し
た
し
、
出
会
い
に
来
る
の
も
、
出
会
う

相
手
も
み
ん
な
よ
そ
か
ら
来
た
人
た
ち
だ
。
バ
ー
を
開
く
の
も
よ
そ

者
、
バ
ー
に
客
引
き
す
る
の
も
よ
そ
者
、
そ
れ
に
つ
い
て
行
く
の
も

よ
そ
者
、
報
道
す
る
の
も
よ
そ
者
。
俺
た
ち
麗
江
人
に
な
ん
の
関
係

が
あ
る
と
い
う
の
か
ね
」
と
い
う
麗
江
の
人
々
の
言
葉
は
、
ま
さ
に

こ
の
こ
と
を
鋭
く
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ま
さ
し
く
橋
本
が
指
摘

し
た
ハ
ワ
イ
の
リ
ゾ
ー
ト
の
事
例
と
同
様
で
あ
る
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

た
ち
は
繰
り
返
し
関
連
す
る
権
益
を
転
売
す
る
一
方
で
、
現
地
の

人
々
は
ま
っ
た
く
無
関
係
で
あ
っ
て
発
言
権
も
な
い
﹇
橋
本 

1999: 193

﹈。
人
類
学
者
のN

ess

も
ま
た
、
そ
の
エ
ス
ノ
グ
ラ

フ
ィ
ー
の
な
か
で
次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
外
来
の
資
本
が
主
導

的
地
位
を
占
め
、
完
全
に
観
光
客
の
消
費
文
化
に
よ
る
方
向
付
け
に

従
う
観
光
開
発
ス
タ
イ
ル
は
、
観
光
地
を
そ
の
地
方
の
色
彩
を
失
っ

たnon-places

と
し
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
帰
結
は
、

目
標
方
向
を
見
失
い
、
な
ん
ら
地
域
的
特
色
の
な
い
失
敗
し
た
観
光

地
（disorientation, displaces, and disruption

）
の
誕
生
で
あ
る

﹇N
ess 2005

﹈。
大
量
の
外
来
観
光
客
と
外
来
人
口
、
巨
大
な
経
済

資
本
を
背
景
と
す
る
外
来
文
化
な
ど
巨
大
な
力
の
も
と
で
の
麗
江
社

会
と
ナ
シ
族
文
化
に
つ
い
て
、
我
々
は
そ
の
現
状
と
未
来
を
凝
視
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

〔
付
記
〕
本
論
文
は
、
二
〇
一
九
年
一
月
に
愛
知
大
学
国
際
中
国
学
研

究
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
た
文
化
社
会
研
究
会
に
て
口
頭
発
表
し
た
も

の
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
主
催
者
の
周
星
先
生
と
高
明
潔
先

生
、
お
よ
び
会
議
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
謝
意
を

申
し
上
げ
た
い
。

注〈
1
〉 

“
小
資
”
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら
中
国
で
流
行
し
た
用
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語
で
、
暮
ら
し
に
ゆ
と
り
が
あ
り
、
自
分
の
好
み
や
趣
味
に
こ
だ
わ

る
都
会
人
を
さ
す
。
多
く
の
“
小
資
”
は
政
治
の
話
題
を
好
ま
ず
、

他
人
の
労
働
を
搾
取
す
る
こ
と
な
く
、
自
ら
も
労
働
に
従
事
し
て
い

る
。
よ
っ
て
、「
小
資
本
家
」
や
「
プ
チ
ブ
ル
」
の
訳
は
ふ
さ
わ
し

く
な
い
と
考
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
論
文
で
は
、
中
国
語
の
ま

ま
の
“
小
資
”
を
使
う
。

〈
2
〉 

二
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
筆
者
は
麗
江
で
一
〇
回
あ
ま
り
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
内
訳
は
、
一
九
九
八
年

一
二
月
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
、
二
〇
〇
一
年
三
〜
七
月
、
二
〇
〇
一

年
一
〇
月
〜
一
一
月
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
〜
翌
年
三
月
、
二
〇
〇

三
年
九
月
〜
一
〇
月
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
、
二
〇
一
〇
年
一
月
、

二
〇
一
三
年
八
月
、
二
〇
一
五
年
八
月
、
二
〇
一
八
年
八
月
、
二
〇

一
九
年
一
二
月
に
な
る
。

〈
3
〉 

関
連
す
る
デ
ー
タ
は
、
麗
江
市
旅
遊
局
の
公
開
す
る
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
二
〇
二
〇
年
以
降
国
外
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

〈
4
〉 

こ
の
言
い
回
し
は
、
多
く
の
麗
江
の
人
々
や
麗
江
を
愛
好
す
る

人
々
の
書
き
記
し
た
資
料
の
な
か
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ヒ
ル
ト
ン
著
、和
為
剣
訳
の
『
消
失
的
地
平
線
』

（
失
わ
れ
た
地
平
線
）﹇
希
爾
頓 2000

（H
ilton 1933

）﹈
の
な
か
に

も
こ
の
表
現
が
あ
り
、
宣
科
に
よ
る
序
文
、
翻
訳
者
に
よ
る
後
記
で

も
こ
れ
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ー
タ
ー
・
グ
ラ
ー
ド
は
『
忘
れ
ら

れ
た
王
国
』
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
で
、
麗
江
は
ま
さ
に
ヒ
ル
ト
ン
の
描

い
た
と
お
り
、
折
り
重
な
る
山
々
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
隔
絶
さ
れ
た

美
し
い
場
所
で
あ
り
、「
わ
た
し
は
麗
江
で
自
分
の
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ

を
見
つ
け
た
」
と
記
し
て
い
る
。」﹇
顧
彼
得 2007: 322

（G
oullart 

1955

）﹈
と
記
さ
れ
て
い
る
。

〈
5
〉 

こ
の
内
容
は
、『
時
代
周
報
』「
専
訪Phil A

gland

」（
二
〇
一

〇
年
五
月
一
〇
日
、
喩
盈
）
の
記
事
に
よ
る
。

〈
6
〉 

『“
古
城
申
報
”
簡
報
』（
第
一
期
〜
第
四
六
期
、
一
九
九
六
年

八
月
二
〇
日
か
ら
一
九
九
七
年
八
月
一
〇
日
、
麗
江
古
城
申
報
世
界

文
化
遺
産
工
作
組
編
）
に
よ
る
。

〈
7
〉 

二
〇
〇
一
年
に
前
後
し
て
、
新
義
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
居
民
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
が
「
西
洋
人
通
り
」
が
出
来
上
が
っ
た
過
程
を
詳
細
に

紹
介
し
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
た
だ
し
、
現
在
で
は
こ
の
通
り
は

す
で
に
無
く
な
っ
て
い
る
。

〈
8
〉 

こ
こ
で
の
い
わ
ゆ
る
「
欧
米
人
」、「
麗
江
の
人
々
」
は
ピ
ー

タ
ー
・
グ
ラ
ー
ト
の
書
籍
で
の
使
用
法
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
厳

密
な
学
術
用
語
で
は
な
い
。

〈
9
〉 

大
型
国
有
企
業
が
比
較
的
多
か
っ
た
中
国
東
北
地
域
で
は
、
当

時
、
多
く
の
人
々
が
レ
イ
オ
フ
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
は
レ
イ
オ
フ
手

当
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
麗
江
に
や
っ
て
き
て
創
業
し
た
何
人
か
の

東
北
地
域
出
身
者
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
て
い
た
。
ま
た
、
麗
江
と
東

北
地
域
は
と
も
に
重
要
な
木
材
産
業
の
地
で
あ
っ
た
、
そ
の
こ
と
か

ら
現
地
企
業
と
協
力
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
縁
と
な
っ
て
い

た
。

〈
10
〉 

ソ
フ
ト
広
告
と
は
、
テ
レ
ビ
番
組
、
新
聞
、
定
期
刊
行
物
な
ど

を
通
じ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
対
話
、
小
道
具
、
ニ
ュ
ー
ス
記
事
な
ど
の

間
接
的
な
形
式
に
よ
る
製
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
指
す
。

〈
11
〉 

本
文
中
の
引
用
個
所
は
、
本
書
の
「
編
輯
推
薦
」
の
部
分
か
ら
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引
用
し
た
。

〈
12
〉 

麗
江
は
雲
南
省
西
北
部
の
横
断
山
地
に
位
置
す
る
。
一
九
九
〇

年
代
以
前
は
、
交
通
が
極
め
て
不
便
で
あ
っ
た
。
袋
状
の
雲
南
省
地

図
の
最
も
底
の
部
分
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、「
雲
南
省
の
袋
の
底
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
麗
江
か
ら
昆
明

ま
で
移
動
す
る
の
に
二
日
の
時
間
を
要
し
、
九
〇
年
代
初
期
で
も
ほ

ぼ
二
四
時
間
か
か
っ
た
の
だ
が
、
一
九
九
六
年
に
麗
江
飛
行
場
が
完

成
し
て
か
ら
わ
ず
か
四
〇
分
で
の
移
動
が
可
能
と
な
っ
た
。
二
〇
一

〇
年
一
月
に
は
高
速
鉄
道
が
開
業
し
、
麗
江
―
昆
明
間
は
三
時
間
半

程
度
で
結
ば
れ
て
い
る
。

〈
13
〉 

中
国
互
聯
網
絡
信
息
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｎ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）
の
デ
ー
タ
に

よ
る
と
、
中
国
で
は
一
九
九
七
年
一
〇
月
三
一
日
時
点
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
二
九
・
九
万
台
あ
り
、
六

三
万
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
い
た
と
さ
れ
、
人
口
に
占
め

る
割
合
は
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
五
年
七
月
二
一
日
段
階

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
四
五
六

〇
万
台
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
一
・
〇
三
億
人
に
達
し
て
い

た
。

〈
14
〉 

『
豆
辦
電
影
』の
評
論
を
参
照
の
こ
と
。https://m

ovie.douban. 
com

/subject/25715208/

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）。

〈
15
〉 

「
異
性
と
の
出
会
い
は
文
化
、
売
春
宿
で
は
な
い
」（「
艶
遇
是

文
化
、不
是
妓
院
」）
雲
南
信
息
報
麗
江
読
本
、二
〇
一
三
年
二
月
二

六
日
、
記
者
：
和
慧
東
、http://www.ljdiy.com

/news/20130226/ 
3468.htm

l

（
二
〇
一
九
年
八
月
二
日
最
終
閲
覧
）。

〈
16
〉 

こ
う
し
た
報
道
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

「
暗
訪
麗
江
古
城
両
遇
女
酒
託
│
│
半
小
時
点
四
杯
酒
只
喝
一
杯
、

拒
煥
地
方
」『
澎
湃
新
聞
網
』
二
〇
一
五
年
一
〇
月
六
日
、
記
者
：

澎
瑜
、
朱
偉
輝
、https://www.thepaper.cn/newsD

etail_forward_ 
1382098

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）。

〈
17
〉 

「
最
新
麗
江
艶
遇
攻
略
│
│
泡
妞
神
貼
」（http://lijiang.lotour.

com
/zj/1252107

）、「“
艶
遇
”
麗
江
、
請
正
確
理
解
在
麗
江
什
麼
才

是
艶
遭
」（https://www.jianshu.com

/p/3ce5b9972029

）、「
我
們

自
由
行
走
艶
遇
麗
江
│
│
艶
遇
麗
江
守
則
」（https://www.douban. 

com
/group/topic/38070008/

）
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
文
章

の
な
か
に
、
同
様
の
文
言
が
繰
り
返
し
多
用
さ
れ
て
い
る
（
す
べ
て

二
〇
一
九
年
八
月
二
日
最
終
閲
覧
）。

〈
18
〉 

「
従
“
小
資
”
到
大
資
本 

麗
江
還
会
有
什
麼
変
化
？
」『
第
一

財
経
週
刊
』（
二
〇
一
三
年
四
月
二
六
日
、
編
集
責
任
：
群
碩
、

https://www.yicai.com
/news/2661279.htm

l

（
二
〇
二
一
年
八
月

三
〇
日
最
終
閲
覧
）。

〈
19
〉 

「
花
間
堂
売
身
華
住
一
年
後 

王
功
権
言
説
這
桩
売
買
的
真
仮
的

内
幕
」『
新
旅
界
』
記
者
：
洪
麗
蘋
、https://zhuanlan.zhihu.com

/
p/88238333

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）。

〈
20
〉 

そ
の
時
期
、
こ
れ
に
関
し
た
多
く
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
が
な
さ
れ

た
。
例
え
ば
、「“
攪
局
者
”
進
入
、
麗
江
旅
遊
未
来
“
生
変
”」『
新

京
報
網
』
二
〇
一
八
年
五
月
九
日
、http://www.bjnews.com

.cn/
travel/2018/05/09/486245.htm

l

、「
民
営
資
本
入
主
“
麗
江
旅
遊
”、

麗
江
国
資
不
知
道
？
」『
毎
日
頭
条
』
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
八

日
、https://kknews.cc/zh-cn/finance/9xp6am

8.htm
l

（
二
〇
二

一
年
八
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）。
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〈
21
〉 

当
該
企
業
の
宣
伝
広
告
を
参
照
の
こ
と http://www.

tinglanstg.com

（
二
〇
一
九
年
八
月
二
日
最
終
閲
覧
）。

〈
22
〉 
新
型
肺
炎
の
影
響
に
よ
り
、
筆
者
自
身
の
麗
江
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
は
目
下
二
〇
一
九
年
一
二
月
末
が
最
後
と
な
っ
て
い
る

が
、
近
況
に
つ
い
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
ニ
ュ
ー
ス
と
、

W
eC

hat

の
モ
ー
メ
ン
ツ
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。

〈
23
〉 

「
麗
江
旅
遊
業
轉
型
進
行
時
」『
経
済
観
察
報
』
二
〇
二
一
年
五

月
九
日
、
記
者
：
鄧
軍
、http://www.eeo.com

.cn/2021/0508/ 
487458.shtm

l

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）。

〈
24
〉 

「
復
游
城
・
麗
江
地
中
海
国
際
当
度
假
区
盛
大
開
盤
」『
雲
南
美

好
生
活
』
二
〇
二
〇
年
一
一
月
三
〇
日
、https://baijiahao.baidu.

com
/s?id =1684749463243193671&

wfr =spider&
for =pc

（
二
〇

二
一
年
八
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）。

〈
25
〉 

「
計
劃
総
投
資
超
百
億　

華
僑
城
麗
江
中
済
海
項
目
打
造
全
新

旅
遊
度
仮
体
験
」『
麗
江
熱
線
』
二
〇
二
〇
年
六
月
一
日
、http://

www.wenlvlijiang.com
/p/18371.htm

l

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日

最
終
閲
覧
）。

〈
26
〉 

商
売
に
携
わ
る
人
々
の
「
小
資
」
に
対
す
る
定
義
は
、「
収
入

は
満
足
な
も
の
で
、
生
活
の
質
に
こ
だ
わ
り
が
あ
り
、
自
分
の
た
め

に
金
銭
を
使
う
こ
と
を
惜
し
ま
な
い
若
者
た
ち
」
と
い
わ
れ
る
。

〈
27
〉 

「
麗
江
市
長
暗
訪
揺
微
言
│
│
酒
拖
真
的
消
失
了
」『
南
方
都
市

報
』
二
〇
一
五
年
一
一
月
九
日
、
南
都
記
者
：
袁
潯
傑
、
張
東
峰
、

遊
星
宇
、https://news.sohu.com

/20151109/n425705911.shtm
l

（
二
〇
一
九
年
八
月
一
〇
日
最
終
閲
覧
）。

〈
28
〉 

「
麗
江
三
俗
文
化
代
表
桜
花
屋
」
二
〇
一
二
年
二
月
二
四
日
、

『
楽
活
沈
立
』http://blog.sina.com

.cn/s/blog_508cc2600102dxm
t. 

htm
l

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日
最
終
閲
覧
）。

〈
29
〉 

「
三
里
屯
」
は
北
京
の
地
名
。
か
つ
て
は
欧
米
の
客
向
け
の

バ
ー
街
と
し
て
名
を
馳
せ
、
そ
の
後
は
小
資
た
ち
が
好
む
バ
ー
な
ど

が
立
ち
並
ぶ
一
角
と
な
っ
て
い
る
。「
当
麗
江
変
成
三
里
屯
、
它
就

一
定
会
讓
人
“
受
傷
”！
」『
土
逗
公
社
』
二
〇
一
七
年
三
月
一
日
、

http://jiliuwang.net/archives/49765

（
二
〇
二
一
年
八
月
三
〇
日

最
終
閲
覧
）。
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